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今
年
の
桜
前
線
は
各
地
で
観
測
史
上
、
最
も
早
い

開
花
を
迎
え
た
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

県
内
の
桜
も
四
月
に
入
る
と
早
々
に
開
花
の
便
り
が

届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
我
が
県
に
お

い
て
も
変
異
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者
が
見
つ
か

り
、
県
独
自
の
警
戒
レ
ベ
ル
も
上
昇
し
、
桜
ま
つ
り

も
各
地
で
中
止
や
縮
小
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

願
わ
く
は
、
桜
の
下
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

笑
顔
を
早
く
見
た
い
も
の
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
三
月
二
十
五
日
、
宗
議
・
所
会
議
員

諸
老
師
の
御
出
席
の
も
と
宗
務
所
定
例
所
会
が
開
催

さ
れ
、
上
程
致
し
ま
し
た
本
年
度
事
業
計
画
案
、
予

算
案
を
始
め
と
す
る
案
件
す
べ
て
、
慎
重
に
ご
審
議

い
た
だ
い
た
上
で
ご
承
認
可
決
い
た
だ
き
ま
し
た
事

を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
定
例
所
会
に
先
駆
け
て
、
被
差
別
戒
名
物

故
者
諸
精
霊
・
疫
病
物
故
者
精
霊
・
東
日
本
大
震
災

物
故
者
追
善
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
要
に

は
管
内
寺
院
を
代
表
す
る
宗
議
・
所
会
議
員
諸
老
師

の
ご
随
喜
を
持
っ
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
予
算
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
昨

年
度
予
定
さ
れ
た
諸
行
事
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
振

大
悲
の
桜

秋
田
県
宗
務
所
　
所
長
　
齋
　
藤
　
昭
　
道

り
返
っ
て
み
る
に
殆
ど
の
行
事
が
実
施
で
き
な
か
っ

た
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
事
業
計
画
に
つ

き
ま
し
て
は
、
所
会
開
催
前
ま
で
は
、
七
月
ま
で
の

計
画
も
上
程
致
し
ま
し
た
が
、
宗
務
庁
か
ら
の
指
示

に
よ
り
、
六
月
開
催
予
定
の
特
派
布
教
巡
回
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
行
事
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、そ
の
開
催
に
苦
慮
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
行
事
は
感
染
対
策
を
と
り
な

が
ら
、
リ
モ
ー
ト
で
の
開
催
等
も
含
め
関
係
各
位
に

不
利
益
の
無
い
よ
う
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

来
年
度
の
主
な
宗
務
所
行
事
と
し
ま
し
て
、
五
月

の
布
教
委
員
会
・
布
教
協
議
会
は
書
面
開
催
と
い
う

形
で
管
内
在
住
の
特
派
布
教
師
老
師
に
よ
る
管
長
告

諭
・
布
教
教
化
方
針
を
文
書
で
敷
衍
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
九
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
第
五
十
二
回

檀
信
徒
本
山
研
修
会
は
大
本
山
永
平
寺
さ
ま
に
お
い

て
開
催
し
、
そ
の
後
、
開
創
七
百
年
を
迎
え
る
總
持

寺
祖
院
さ
ま
を
参
拝
し
秋
田
県
宗
務
所
長
と
し
て
焼

香
師
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

十
月
一
日
か
ら
二
日
は
現
職
研
修
会
を
講
師
に
前

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
の
中
野
東
禅
先
生

を
お
迎
え
し
、
リ
モ
ー
ト
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
十

月
十
八
日
か
ら
二
十
八
日
は
梅
花
特
派
巡
回
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

十
一
月
四
日
は
昨
年
開
催
予
定
で
あ
っ
た
宗
務

所
・
禅
セ
ン
タ
ー
設
立
三
〇
周
年
記
念
集
会
を
開
催

し
、
記
念
講
演
に
養
老
孟
司
先
生
を
講
師
に
お
迎
え

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

十
一
月
十
五
日
は
秋
田
県
梅
花
流
六
十
五
周
年
記

念
奉
詠
大
会
を
大
館
市
民
文
化
会
館
を
会
場
に
開
催

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
各
種
団
体
の
総
会
・
研
修
会
等
も
状
況
を
み

な
が
ら
の
開
催
等
の
判
断
に
な
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
。

　

今
、
葬
儀
に
於
い
て
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
」
が
既
成
事
実
の
よ
う
に
な
り
葬
儀
を
簡

単
に
し
た
い
と
い
う
流
れ
が
加
速
度
的
に
進
ん
で
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
家
族
じ
ゃ
な
く
と
も
会
葬
に

行
き
た
い
、
お
別
れ
の
言
葉
を
掛
け
た
い
方
は
た
く

さ
ん
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
き
ち
ん
と
納
得
し
た
お

別
れ
が
出
来
な
い
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
葬
式

は
単
な
る
お
別
れ
の
儀
式
で
は
な
く
、
こ
こ
ろ
を
整

理
し
て
落
ち
つ
け
て
い
く
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
だ
と

思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
が
出
来
な
い
苦
し
み
を
多
く

の
方
が
抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
苦
し
み
に
対
し
私
ど
も
寺
院
関
係
者
が
出
来
る
こ

と
は
、
今
ま
で
通
り
死
者
を
送
る
儀
礼
を
心
を
こ
め

て
行
う
こ
と
以
外
に
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　

観
音
の　

大
悲
の
桜　

咲
き
に
け
り　
　

正
岡
子
規
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ふ
だ
ん
暇
を
持
て
余
す
日
常
で
あ
っ
て
も
、
こ
の

状
態
を
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
が
原
因
と
考
え
れ
ば
、
何

も
し
な
い
で
い
る
一
日
が
勿
体
な
い
よ
う
に
思
う
か

ら
不
思
議
で
す
。
し
か
し
、
物
事
を
理
屈
で
こ
ね
回

す
の
み
で
、
ま
っ
た
く
無
駄
な
一
日
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
。
大
燈
国
師
の
「
光
陰
矢
の
如
し
。
謹
ん
で

雑
用
心
す
る
こ
と
莫
れ
、
看
取
せ
よ
」
と
叱
咤
の
声

も
、
耳
に
痛
く
響
く
の
み
で
は
性
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
ま
り
の
な
い
日
常
を
過
ご
す
と
戲
論
を
患
い
、

そ
の
結
果
、
死
生
の
迷
い
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
生
死
一
如
」
と
、
決

定
的
な
生
も
な
く
死
も
な
い
よ
う
に
言
い
な
が
ら
、

実
際
わ
か
ら
な
い
の
が
本
音
で
す
。
自
分
の
乏
し
い

理
性
の
限
界
を
超
え
る
大
問
題
で
す
の
で
、
無
意
味

な
迷
い
が
生
じ
る
だ
け
で
結
局
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
自
然
と
死
後
を
構
え
な
い
で
見
つ
め
よ
う

と
、自
分
の
心
が
変
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
「
生
死
一
如
」
に
つ
い
て
は
、
自
分
な
り
に

本
を
読
み
、
人
か
ら
も
聞
い
て
、
そ
れ
な
り
の
理
解

に
努
め
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
し
か
し
、
い
ま
一
つ

自
信
を
持
っ
て
人
様
に
話
す
こ
と
が
出
来
な
い
で
お

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
加
齢
と
共
に
五
体
の
衰
え
を
覚

え
る
最
近
に
な
っ
て
、
自
分
な
り
の
死
生
感
が
出
来

つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
考
え
方
は
、
人
に
教

わ
り
勉
強
を
し
て
身
に
つ
く
も
の
で
し
ょ
う
が
、
感

じ
る
と
い
う
気
持
ち
の
あ
り
よ
う
は
自
分
の
心
に
起

こ
ら
な
い
と
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
に
達
観
す

る
と
、
心
は
歳
を
と
る
に
つ
れ
て
変
化
す
る
も
の
、

加
齢
を
伴
っ
て
成
長
す
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
そ

し
て
「
あ
の
世
が
あ
る
の
か
」
と
質
問
さ
れ
た
ら
、

よ
う
や
く
「
他
界
に
移
る
」
と
応
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

　

四
月
三
日
、
向
川
寺
東
堂
櫻
田
元
雄
老
師
の
本
葬

儀
に
、
法
類
の
一
人
と
し
て
前
晩
法
要
か
ら
随
喜
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
満
百
歳
に
加
え
る
こ
と
十
一
ヵ

月
三
日
を
立
派
に
生
き
抜
い
た
ご
生
涯
で
す
。
茶
道

宗
徧
流
に
も
通
じ
た
達
人
で
、
如
水
と
号
し
て
門
下

生
も
た
く
さ
ん
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の

「
秋
田
魁
新
報
」
に
、
百
歳
を
門
弟
た
ち
が
お
祝
い

し
た
と
き
の
集
合
写
真
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
女
性

に
囲
ま
れ
て
笑
顔
の
老
師
か
ら
、
長
生
き
の
秘
訣
を

垣
間
見
た
よ
う
な
思
い
で
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
老

師
は
十
七
教
区
長
を
昭
和
三
十
八
年
か
ら
連
続
七

期
、
つ
ま
り
二
十
八
年
間
の
永
き
に
亘
り
務
め
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
ご
労
苦
に
対
し
て
「
人
生
離
別

無
く
ん
ば
、
誰
か
恩
愛
の
重
き
を
知
ら
ん
」
と
、
後

昆
を
長
く
覆
陰
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
念
じ
て
止
み
ま
せ

ん
。

　

さ
て
、三
月
二
十
五
日
に
通
常
所
会
が
開
催
さ
れ
、

本
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
の
承
認
を
得
ま
し

た
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
を
払
拭
で
き
な
い

状
況
下
の
中
で
、
い
よ
い
よ
以
て
令
和
三
年
度
が
ス

タ
ー
ト
で
す
。

令
和
三
年
度
に
向
け
て

所
会
議
長
　
藤
　
原
　
徳
　
義
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先
般
、
三
月
開
催
の
定
例
所
会
に
於
て
、
令
和
三

年
度
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
更
に
宗
務
所
条
例
の
一

部
改
正
に
よ
り
時
宜
に
応
じ
た
書
面
会
議
・
決
裁
の

文
言
が
追
加
承
認
さ
れ
ま
し
た
事
は
、
今
後
の
宗
務

所
運
営
、
各
種
行
持
の
遂
行
に
あ
た
り
、
不
測
の
事

態
に
備
え
る
可
く
合
意
が
形
成
さ
れ
た
事
に
な
り
、

整
合
性
が
担
保
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
所
長
老

師
は
じ
め
役
職
員
諸
老
師
の
御
労
苦
に
対
し
衷
心
よ

り
感
謝
の
意
を
申
し
述
べ
る
次
第
で
す
。

　

秋
田
県
に
於
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
散

収
束
が
見
込
め
ず
、
我
が
教
区
に
於
て
も
今
の
と
こ

ろ
恒
規
法
要
が
昨
年
に
続
き
中
止
と
な
り
、
内
献
で

の
法
要
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

臨
時
法
要
を
御
予
定
の
御
寺
院
に
お
か
れ
て
も
心
中

穏
や
か
な
ら
ざ
る
御
気
持
と
拝
察
致
し
て
お
り
ま

す
。

　

時
ま
さ
に
盛
春
の
候
、
如
常
で
あ
れ
ば
梅
桜
を
愛

で
李
の
白
い
花
に
一
瞬
の
時
の
遷
ろ
い
を
感
じ
、
四

季
の
有
難
み
を
身
心
と
も
に
享
受
で
き
る
好
時
節
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
同
様
に
晴
れ
な
い
心
持
で
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

御
葬
儀
や
御
法
要
等
に
関
し
て
も
、
規
模
の
縮
小

が
増
え
、
他
県
在
住
の
施
主
の
御
要
望
に
よ
り
寺
で

の
住
職
の
み
に
て
の
年
回
法
要
も
で
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
様
な
檀
家
の
方
々
は
、
前
も
っ
て
御
相
談

戴
き
様
々
な
可
能
性
を
探
り
な
が
ら
対
応
致
し
て
お

り
ま
す
。
特
に
変
化
を
感
じ
る
の
は
御
葬
儀
の
形
態

で
す
。
数
年
前
ま
で
は
御
自
宅
や
寺
院
で
の
葬
儀
が

一
般
的
で
あ
り
、
葬
祭
ホ
ー
ル
が
誕
生
し
て
か
ら
の

移
行
の
速
や
か
さ
に
は
些
か
驚
か
さ
れ
、
そ
れ
で
も

昨
今
は
慣
れ
て
き
て
お
り
ま
し
た
。
従
っ
て
宿
泊
を

伴
う
ホ
ー
ル
で
の
滞
在
は
、
葬
儀
ま
で
の
日
数
の
短

縮
希
望
に
繋
が
り
、
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
か
と
思
い

き
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
出
席
者
の
人
員
も
減

少
し
、
設
斎
も
極
め
て
少
な
く
な
っ
た
現
在
、
拙
寺

の
場
合
は
御
自
宅
や
寺
で
の
御
葬
儀
が
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
実
は
、
ホ
ー
ル
の
控
室
が
満
杯
で
一

時
的
に
御
自
宅
に
御
遺
体
を
安
置
さ
れ
、
枕
経
で
の

御
相
談
の
結
果
、
寺
で
の
御
葬
儀
と
い
う
御
提
案
を

致
し
実
現
し
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
御

自
宅
や
寺
で
の
御
葬
儀
が
数
件
あ
り
、
こ
れ
も
又
受

け
入
れ
て
く
れ
た
御
遺
族
の
御
気
持
と
時
代
の
趨
勢

な
の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
少
子
過

疎
化
の
地
元
の
現
況
を
考
え
る
時
、
菩
提
寺
と
の
心

の
距
離
感
を
如
何
に
縮
め
て
行
け
る
か
、
檀
家
の

方
々
の
御
相
談
に
親
身
に
な
っ
て
対
応
し
て
行
け
る

か
が
自
分
に
と
っ
て
問
わ
れ
て
い
る
様
な
気
持
を
強

く
感
じ
る
此
頃
で
あ
り
ま
す
。

　

現
下
の
世
情
を
鑑
み
些
か
愚
痴
の
一
文
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
何
卒
御

自
愛
下
さ
い
ま
す
様
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
憶
う所

会
副
議
長
　
嵯
　
峨
　
義
　
房
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令和３年度　曹洞宗秋田県宗務所事業計画
令和３年 事　　業 開催場所 備　　考

５月

11 日 寺族会総会 秋田市文化会館 中　止
中旬 布教委員会・布教協議会 宗務所 書面開催
27 日 婦人会総会 宗務所 書面開催

26日～ 27日 梅花流全国奉詠大会 長野市 中　止
所報第 129 号発行 予算報告　他

６月 6月中 特派布教巡回 開催希望の教区
のみ 中　止

７月

5日 監査会 宗務所
12 日 護持会総会 書面開催
30 日 通常所会（決算） 宗務所

禅の集い 管内寺院
８月 10 ～ 17 日 宗務所休務 盆休み

９月

7～ 10 日 本山研修会 永平寺

13 日 梅花検定会（県北地区）　四級師範・
三級詠範・二級教範まで受検可
所報 130 号発行 決算報告　他

10 月

1 ～２日 現職研修会 未定 会場は寺院以外
11 日 宗務所寺族集会・研修会 宗務所

11 日
梅花検定会（中央・県南地区）　四級
師範・三級詠範・二級教範まで受検
可

18 ～ 28 日 梅花特派巡回 管内教場 特派師範３名

11 月 4 日 宗務所・禅センター設立 30 周年記念
集会

秋田キャッスル
ホテル

15 日 梅花流全県大会
12 月 24日～１月７日 宗務所休務

令和４年
１月 所報 131 号発行

２月 2日 宗務所梅花講役員会 宗務所
25 日 諮問委員会・災害対策委員会 宗務所

３月
3日 宗務所梅花講講長会 宗務所
25 日 通常所会（予算） 宗務所
31 日 徒弟研修会 宗務所
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曹洞宗秋田県宗務所・禅センター
令和３年度　事業日程表

【禅センター布教部・研修部・梅花部】

№ 令　和 月　　日 開始時間 担当 事　業　名・備　考
1 3 年   5月  7日（金） 13 時 00 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

2   6月  4日（金） 13 時 00 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

3   6月25日（金） 13 時 00 分 梅花部 講師等研修会

4   7月  2日（金） 13 時 00 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

5   7月15日（木） 13 時 00 分 研修部 研修会①

6   9月  3日（金） 13 時 00 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

7   9月18日（土）
10 時 30 分

布教部
写　経　会  

13 時 00 分 仏教講座①

8 10月  7日（木） 10 時 00 分 宗務所長杯

9 10月  8日（金） 13 時 00 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

10 11月  4日（木） 13 時 00 分
禅を聞く会（設立集会併催）

禅センター設立集会（式典）

11 11月12日（金） 13 時 00 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

12
11月26日（金）

10 時 30 分
布教部

写　経　会

13 13 時 00 分 仏教講座②

14 12月  2日（木） 13 時 00 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

15 4 年   2月  4日（金） 13 時 00 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

16   2月  8日（火） 13 時 00 分 研修部 研修会②

17   3月  4日（金） 13 時 00 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）
梅花流講習会はコロナ禍にて、感染防止対策として食事環境を考慮し、午後からと致します。
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令和３年度　曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出予算書
� （単位：円）

項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 増　　　　減
歳　入　合　計 60,083,636 62,500,000 2,416,364
歳　出　合　計 60,083,636 62,500,000 2,416,364
差　引　残　額 0 0 0

歳入の部
項　　　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明

１. 賦　課　金 41,160,480 40,995,760 △ 164,720

1. 寺 格 割 1,839,000 1,841,000 2,000
格　地 10,000 円× 24 ヶ寺
法　地 5,000 円× 317 ヶ寺
准法地 2,000 円× 8ヶ寺

2. 級 階 割 35,488,480 35,481,760 △ 6,720 443,522 点× 80 円

3. 教 師 割 3,833,000 3,673,000 △ 160,000

大 教 師 42,000 円× 3名
権大教師 30,000 円× 65 名
正 教 師 6,000 円× 157 名
一等教師 3,000 円× 125 名
二等教師 2,000 円× 140 名

２. 手　数　料 2,000,000 2,000,000 0

1. 手 数 料 2,000,000 2,000,000 0 各種申請手数料
３. 補　助　金 900,000 900,000 0

1. 補 助 金 900,000 900,000 0
本庁より事業補助
教化（各研修会補助等）
梅花・事務・他

４. 諸　収　入 3,343,411 2,495,000 △ 848,411

1. 諸 収 入 3,343,411 2,495,000 △ 848,411

現職研修会
○受講料 7,000 円× 180 名
梅花検定会
○検定料 3,000 円× 70 名
梅花県大会
○参加料 2,000 円× 500 名
○預貯金受取利息など

５. 繰　越　金 12,679,745 16,109,240 3,429,495

1. 繰 越 金 12,679,745 16,109,240 3,429,495 前年度繰越金
歳　入　合　計 60,083,636 62,500,000 2,416,364
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項　　　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明
１. 人　件　費 18,300,000 18,540,000 240,000

1. 役職員手当 5,040,000 5,040,000 0 70,000 円× 6名× 12 ヶ月
2. 書記手当 1,680,000 1,680,000 0 70,000 円× 2名× 12 ヶ月
3. 傭 人 費 200,000 200,000 0 清掃他

4. 旅　 費 4,500,000 4,500,000 0
本庁及び管区・教化センター
関連会議・事業等参加旅費
（梅花流全国奉詠大会等）
宗務所事業参加旅費（本山研修会等）

5. 費用弁償 5,760,000 6,000,000 240,000
所長 7,000 円　副所長 8,000 円
教化 3,000 円　庶務 4,000 円
梅花 6,000 円　人権 8,000 円
書記 7,000 円（伊藤・我孫子）

6. 期末手当 1,120,000 1,120,000 0 70,000 円× 2× 8名
２. 事　務　費 4,700,000 5,000,000 300,000

1. 備 品 費 500,000 500,000 0 書籍代・事務機器更新他
2. 通 信 費 1,000,000 1,200,000 200,000 電話料・郵便料・配送料等
3. 印 刷 費 400,000 400,000 0 封筒・賞状他
4. 消耗品費 500,000 500,000 0 雑貨・事務用品他

5. リース費 900,000 1,000,000 100,000
OA機器・コピー機・電話機・AED・
ネットワーク契約・フレッツジャパン月
額等

6. 広 告 費 1,400,000 1,400,000 0 宗務所所報　年 3回発行・禅センター 30 周年記念誌
３. 管　理　費 2,700,000 2,700,000 0

1. 維 持 費 800,000 800,000 0
保険料（地震保険含む）
清掃費（ダスキン月額）
浄化槽管理料・警備保障他

2. 地　 代 300,000 300,000 0 借地代（天徳寺様）
3. 営 繕 費 800,000 800,000 0 修繕費　他
4. 光 熱 費 800,000 800,000 0 電気・ガス・水道・灯油他

４. 会　議　費 1,300,000 1,300,000 0

1. 所　 会 1,100,000 1,100,000 0 通常所会 2回
2. 委 員 会 200,000 200,000 0 監査 1回・諮問 1回・災害対策協議会

５. 事　業　費 9,850,000 10,150,000 300,000

1. 事 業 費 2,500,000 2,800,000 300,000

現職研修会 800,000　徒弟研修会 200,000
本山研修会 800,000
所長杯野球大会 150,000
管区宗連担当県 300,000
禅センター 30 周年記念
講演事業等 500,000 他

2. 布教伝道費 1,000,000 1,000,000 0
特派布教事業補助（教場補助他） 650,000
宗務所布教師 日当 5千円× 30
管内教場　　 補助 5千円× 30

3. 梅 花 費 5,000,000 5,000,000 0

梅花特派巡回事業補助
（教場補助他）　　650,000
全県奉詠大会　2,100,000
役員会・講長会　300,000
検定会（2会場）　800,000
師範・詠範の会　700,000
同一泊研修補助　100,000
指導者養成所　　200,000 他

歳出の部
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項　　　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明

4. 教 化 費 650,000 650,000 0 布教委員会・協議会 30 万円各種研修会

5. 慰 問 費 100,000 100,000 0 住職永年勤続 50･60 年祝膳料等
6.�人権擁護
推進費 600,000 600,000 0 全国人権主事研修会参加費書籍・資料等　購入費

６. 禅センター事業費 2,550,000 2,550,000 0

1. 会 議 費 200,000 200,000 0 総務部会議費・各委員会
2. 布教部費 600,000 600,000 0 仏教講座・写経会
3. 研修部費 600,000 600,000 0 各種研修会
4. 梅花部費 450,000 450,000 0 梅花流講習会

5. 運 用 費 700,000 700,000 0 備品購入・設立記念事業費等（禅センター 30 周年記念）
７. 補　助　費 8,358,000 7,258,000 △ 1,100,000

1. 事務補助 4,200,000 4,100,000 △ 100,000 所費 10％各教区へ

2. 事業補助 348,000 348,000 0 教区主催現職研修会・寺族研修会補助金
3.所護持会補助 700,000 200,000 △ 500,000 宗務所護持会へ
4. 禅の集い 800,000 800,000 0 教区寺院開催補助金

5. 教化団補助 2,310,000 1,810,000 △ 500,000

寺族会 35 万円・婦人会 40 万円
尼僧団 10 万円・教誨師　6万円
保護司会　 20 万円
布教師の会 20 万円
県僧青会　 50 万円

８. 表　彰　費 200,000 200,000 0

1. 表 彰 費 200,000 200,000 0 住職勤続・寺族表彰
９. 慶　弔　費 2,400,100 2,500,000 99,900

1. 慶 弔 費 400,000 400,000 0 結制・落慶　本葬　等
2. 本山慶弔費 100 100,000 99,900 両本山慶弔会　等

3. 弔 慰 金 2,000,000 2,000,000 0 住職・東堂・副住職 :10 万円寺族 : 5 万円（管内寺院）
10. 負　担　金 539,400 540,950 1,550

1. 全国所長会 156,600 157,050 450 348 ヶ寺× 450 円（含全国所長会災害援護金 1 ヶ寺 100 円）
2. 布教助成費 208,800 209,400 600 348 ヶ寺× 600 円
3. 管 区 費 174,000 174,500 500 348 ヶ寺× 500 円

11. 交　際　費 400,000 400,000 0

1. 交 際 費 400,000 400,000 0 住職勤続・寺族表彰
12. 食　糧　費 1,300,000 1,300,000 0

1. 所会食糧費 700,000 700,000 0 通常所会 2回
2. 委員会食費 50,000 50,000 0 監査会 1回・諮問委員会 1回　
3. 所内食糧費 550,000 550,000 0

13. 財政調整費 7,035,836 9,610,750 2,574,914

1. 災害見舞金 2,000,000 2,000,000 0 寺院火災見舞金 1 ヶ寺分

2. 記念品代 1,200,000 1,800,000 600,000 教区長退任記念品代役職員退任記念品代
3. 財政調整費 2,835,836 3,810,750 974,914 設備費・災害対策協議会援護金等
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項　　　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明
4.基本金繰出金 1,000,000 2,000,000 1,000,000

14. 選　挙　費 300 300 0

1. 副 貫 首 100 100 0
2. 宗務所長 100 100 0 選挙のない年度の為
3. 宗会議員 100 100 0 選挙のない年度の為

15. 雑　　　費 150,000 150,000 0

1 . 雑 費 150,000 150,000 0 町内会費・新聞購読料・常備薬　他
16. 予　備　費 300,000 300,000 0

1. 予 備 費 300,000 300,000 0
歳　出　合　計 60,083,636 62,500,000 2,416,364

令和3年度宗務所基本金積立会計について
（将来の宗務所改築のための積立）

○　�令和２年度分は、上記のように積み立てしておりま
す。

○　�令和２度決算所会時にご同意があれば更に積み増し
をする場合も御座います。

○　令和３年度の予算案には2,000,000で計上しています。
○　�令和３年度の歳入歳出決算時の剰余金処分の状況で
繰入金を増額する場合も御座います。

令和２年度　基本金積立会計

積立累積金 21,561,320
一般会計繰入金 1,000,000

利　息 1,414
計 22,562,734

積立累積金 22,562,734
一般会計繰入金 2,000,000

利　息 4,513
計 24,567,247

令和３年度　基本金積立会計案

第129号11（　）令和３年５月15日 曹洞宗秋田県宗務所所報



令和３年度　東北管区・管区教化センター事業計画
令和3年 事　　　業 開催場所 備　考

４月 13 日 禅をきく会 仙台市 西田正法老師

５月
18 日 教化センター布教師連絡協議会 仙台市
28 日 管区宗務所連絡協議会 秋田市
火曜毎 坐禅ナイト（全３回） 仙台市 東北福祉大学

６月 3日 禅をきく会 仙台市 相原昇明老師
25 日 教化フォーラム 仙台市 三部義道老師

７月 1日 教化指導員研修会 仙台市 宇野全智老師他
7～８日 管区婦人会研修会 花巻市 盛田正孝老師

８月 31 日 禅をきく会 仙台市 盛田正孝老師

９月
7日 教化センター布教師教化協議会 仙台市
8日 教化フォーラム 仙台市 三部義道老師
30 日 教化活動推進・企画委員会 仙台市

10 月 7 日 禅をきく会 仙台市 やなせなな氏

11 月
8 日～９日 管区人権学習 福島県
18 ～ 19 日 管区布教講習会 仙台市 千葉公慈老師他
火曜毎 坐禅ナイト（全３回） 仙台市 東北福祉大学

12 月 7 日 禅をきく会 仙台市 早坂文明老師
未定 管区寺族会研修会

令和4年
２月 未定 禅をきく会 仙台市 千葉公慈老師　
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言
葉
で
し
た
。

　

布
教
部
の
仏
教
講
座
は
、
昨
年
度
に
続

き
今
年
度
上
期
も
、
残
念
な
が
ら
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、「
最
初
か
ら
、
今
年
度

も
何
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
し
た
く

な
い
」
と
い
う
宗
務
所
の
方
針
か
ら
、
下

期
は
予
定
を
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

不
要
不
急
の
必
要
性
と
で
も
い
い
ま
す

か
、
人
が
集
ま
る
こ
と
の
大
切
さ
と
、
集

め
る
こ
と
の
リ
ス
ク
や
責
任
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
な
が
ら
、
開
催
方
法
を
検
討
し

て
参
り
ま
す
。「
だ
ろ
う
」
運
転
で
は
な

く
「
か
も
し
れ
な
い
」
運
転
で
。

　

個
人
的
な
こ
と
で
す
が
、
こ
う
い
う
時

だ
か
ら
こ
そ
余
計
に
、
檀
信
徒
の
方
々
と

の
つ
な
が
り
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
お
会
い
し
た
時
に
は
、
な
る
べ
く

今
ま
で
以
上
に
言
葉
を
交
わ
す
よ
う
に
心

掛
け
る
。

　

ま
た
最
近
は
、
高
齢
の
方
で
も
携
帯
電

話
を
操
る
方
が
多
い
の
で
、
ど
な
た
に
で

も
私
の
番
号
や
ア
ド
レ
ス
を
気
軽
に
お
伝

え
す
る
よ
う
に
し
、
直
接
お
電
話
を
頂
い

た
り
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
等
で
の
や
り
取

り
も
増
や
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
親
し
く

な
れ
た
気
が
い
た
し
ま
す
。
相
手
の
番
号

は
す
ぐ
に
登
録
す
る
よ
う
に
し
、
か
か
っ

て
き
た
瞬
間
に
「
あ
、ど
う
も
～
♪
」
と
、

相
手
に
名
乗
ら
せ
る
必
要
も
な
く
会
話
も

始
め
ら
れ
ま
す
し
、
メ
ー
ル
だ
と
日
時
等

の
連
絡
も
間
違
い
に
く
い
で
す
。

　

来
た
く
て
も
来
ら
れ
な
い
遠
方
の
方
々

と
の
や
り
取
り
も
増
え
、
お
互
い
に
♪
や

(^_^;)

、m
(_ _)m

な
ど
も
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　　

も
ち
ろ
ん
、
対
面
で
き
る
の
が
一
番
で

す
が
、
仏
教
講
座
に
お
い
て
も
、
状
況
に

応
じ
て
、
部
員
同
士
や
参
加
者
の
皆
さ
ま

と
の
つ
な
が
り
方
を
模
索
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

禅
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り布

教
部
長　

岩　

舘　

裕　

章

隔
世
之
感

　

今
冬
の
当
地
は
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞

わ
れ
、積
雪
が
観
測
史
上
最
大
を
更
新
し
、

連
日
全
国
ニ
ュ
ー
ス
を
賑
わ
せ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
春
が
近
づ
く
に
つ
れ

て
穏
や
か
な
日
々
が
続
き
、
今
冬
の
厳
し

さ
が
ま
る
で
嘘
だ
っ
た
か
の
よ
う
に
雪
は

消
え
、
四
月
上
旬
に
は
草
花
が
い
つ
も
と

変
わ
ら
ず
生
き
生
き
と
咲
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
参
学
聞
法
を

主
と
し
た
研
修
を
模
索
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
全
国
的
に
猛
威
を
振
る
う
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
前
に
事
業
の
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
従
来
通
り
の
研
修
が
出
来

ず
に
も
ど
か
し
い
限
り
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
世
の
中
で
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

と
称
し
社
会
的
距
離
を
保
ち
な
が
ら
様
々

な
こ
と
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
に
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
会
議
や
研
修
も
あ
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

研
修
部
長　

高　

橋　

一　

浩
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と
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。

　

ま
た
、
正
法
眼
蔵
随
聞
記
の
中
に
は

「
身
、
初
心
な
る
を
顧
み
る
こ
と
な
か
れ
」

と
あ
り
ま
す
。
初
め
か
ら
何
で
も
で
き
る

人
は
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
経
験
や
知
識

が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
気
後
れ
す
る
こ
と

な
く
新
し
い
事
に
挑
戦
し
て
い
き
な
さ
い

と
い
う
道
元
禅
師
様
の
お
示
し
で
す
。

　

今
年
度
は
対
面
の
研
修
だ
け
で
は
な
く

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
下
の
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
方
法
が
最
善
か

を
判
断
し
、
で
き
る
限
り
参
学
の
場
を
設

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昼
を
ま
た
が
ず
、
午
後
の
み
の
講
習
に
て

再
開
を
致
し
ま
す
。
管
内
講
長
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
周
知
の
程
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

養
成
所
も
四
月
か
ら
再
会
し
第
一
回
目

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
て
下

さ
っ
た
養
成
所
員
か
ら
は
、
再
開
と
再
会
を

慶
ぶ
声
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
の
み
の
短
い

時
間
で
し
た
が
、
私
自
身
楽
し
い
有
意
義
な

時
間
を
す
ご
し
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
改
め
て
梅
花
流
の
あ
り
が
た
さ
を
感

じ
、
休
ん
で
ば
か
り
で
は
い
ら
れ
な
い
と

い
う
気
持
ち
を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
関
し
て
本
年
度
は
一
年
ス
ラ

イ
ド
し
一
期
二
年
の
う
ち
の
二
年
目
の
講

習
を
進
め
ま
す
。
来
年
度
は
新
た
な
養
成
所

員
を
募
集
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
教
区
長
老

師
に
は
大
勢
ご
推
薦
賜
り
ま
す
よ
う
、
気
が

早
い
よ
う
で
す
が
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
特
に
、
寺
族
様
の
御
参
加
が
少
な
い
傾

が
、
会
場
に
集
合
せ
ず
に
ど
こ
か
ら
で
も

参
加
で
き
る
研
修
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
は
画
期
的
な
方
法
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
我
々
も
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
一
つ

の
選
択
肢
と
し
て
考
え
る
時
期
に
き
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
匙
は
そ
の
味
を
知
ら
ず
」

　

お
釈
迦
様
の
お
言
葉
で
す
。
匙
は
い
ろ

い
ろ
な
時
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
熱
い

冷
た
い
も
、
美
味
し
い
ま
ず
い
も
全
く
知

り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
環
境

の
中
に
い
て
も
、
そ
れ
に
気
づ
か
ず
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
特
に
自
分
の
関
心
の
少
な
い

分
野
で
は
な
お
さ
ら
匙
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。お
釈
迦
様
は
柔
軟
な
考
え
を
持
ち
、

物
事
を
深
め
磨
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

向
に
あ
り
ま
す
。
講
員
の
皆
様
は
師
範
と
の

距
離
よ
り
寺
族
様
と
講
員
の
関
係
が
ず
っ

と
近
く
、
梅
花
流
の
発
展
は
寺
族
様
お
力
無

し
で
は
な
し
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
沢

山
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
変
異
株
も
流
行
し
始
め

た
コ
ロ
ナ
で
す
が
、
社
会
活
動
を
全
く
止

め
る
事
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政

府
で
も
経
済
と
感
染
防
止
を
天
秤
に
掛
け

な
が
ら
様
々
な
措
置
を
し
て
お
り
ま
す
。

我
が
宗
門
も
、
全
て
中
止
で
は
な
く
感
染

予
防
に
最
善
を
尽
く
し
た
上
で
、
出
来
る

こ
と
は
し
て
い
く
べ
き
と
存
じ
ま
す
。
管

内
諸
老
師
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
秋
田
県

の
梅
花
流
に
こ
れ
か
ら
も
お
力
添
え
賜
り

ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

関
係
各
位
の
ご
健
康
と
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
が
一
日
も
早
く
収
束
し
、
皆
様
の
日

常
を
取
り
戻
せ
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

出
来
る
こ
と
を
少
し
で
も

　

コ
ロ
ナ
で
始
ま
り
コ
ロ
ナ
で
終
わ
っ
た

昨
年
度
で
し
た
。
個
人
的
に
は
特
派
巡
回

始
め
全
て
の
県
外
へ
の
出
張
が
な
く
な

り
、
時
間
に
相
当
余
裕
が
出
来
ま
し
た
。

お
陰
で
二
ヶ
寺
の
境
内
維
持
管
理
に
沢
山

の
時
間
を
割
く
こ
と
が
出
来
、草
刈
り
機
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
植
木
バ
リ
カ
ン
、
動
力

噴
霧
機
と
作
業
機
械
の
使
い
方
と
整
備
能

力
が
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。
不
調
に

陥
っ
た
機
械
の
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
等
何
台
も
こ
な
し
ま
し
た
。。
購

入
し
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
も
大
活
躍
で
、
お

そ
る
お
そ
る
杉
の
立
木
を
始
め
て
倒
し
た

と
き
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
勿
論
詠
道
精

進
も
怠
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
度
禅
セ
ン
タ
ー
梅
花
部
関
係
の
事

業
は
、
残
念
な
が
ら
ほ
ぼ
全
て
が
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
講
員
減
少
が
大

問
題
と
な
っ
て
い
る
梅
花
流
に
と
っ
て
は

大
変
な
痛
手
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
宗
務
所
長
は
じ
め
皆
様
の
御

理
解
を
頂
き
、
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
お

梅
花
部
長　

浅　

田　

髙　

明
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五
庵
山
抄

　
こ
れ
ま
で
親
し
ん
で
い
た
だ
い
た
「
妄

言
風
発
」
を
改
題
し
「
五
庵
山
抄
」
と
い

た
し
ま
す
。
五
庵
山
と
は
現
在
の
宗
務
所

や
平
和
公
園
を
含
む
山
の
名
で
、
か
つ
て

数
多
く
の
庵
の
あ
る
聖
域
で
あ
っ
た
こ
と

に
由
来
す
る
も
の
で
す
。
皆
様
の
忌
憚
の

な
い
意
見
を
掲
載
す
る
と
い
う
趣
旨
は
変

わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
ご
寄

稿
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
あ
る
御
寺
院
様
よ
り
、
こ
の

欄
を
興
味
深
く
拝
読
し
て
い
る
と
の
お
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
同
様
ご

愛
読
く
だ
さ
い
。

御
袈
裟
の
仮
装
⼤
賞

　
妙
覚
寺
副
住
職
・
桂
源
寺
住
職

�

眞
　
崎
　
寛
　
道

　
近
年
⾊
々
な
⽅
か
ら
お
墓
の
こ
と
や
他

の
菩
提
寺
の
事
で
相
談
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
秋
⽥
市
内
の
曹
洞
宗
寺
院
も
も

ち
ろ
ん
含
ま
れ
ま
す
。

　
話
を
伺
う
と
⽿
を
疑
う
よ
う
な
内
容
ば

か
り
で
す
。
結
論
か
ら
⾔
う
と
は
っ
き
り

⾔
っ
て「
お
寺
は
⾦
儲
け
の
道
具
か
っ
！
」

と
⾔
う
内
容
ば
か
り
で
と
て
も
お
檀
家
さ

ん
フ
ァ
ー
ス
ト
の
考
え
な
ど
微
塵
も
感
じ

ま
せ
ん
。
話
を
聞
い
て
い
る
こ
っ
ち
が
悲

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
い
い
例
が
、
近
年
で
は
葬
儀
会
社

の
会
館
で
葬
儀
を
す
る
機
会
が
増
え
ま
し

た
。
よ
く
⽬
に
す
る
光
景
で
す
が
到
着
す

る
な
り
葬
儀
会
社
の
⽅
が
荷
物
を
持
っ
て

く
れ
ま
す
が
、
さ
も
当
た
り
前
の
よ
う
に

渡
し
て
⼤
袖
を
振
っ
て
会
館
に
⼊
っ
て
い

く
様
は
⼤
企
業
の
社
⻑
が
⾃
分
の
会
社
に

出
社
す
る
よ
う
に
⾒
え
て
滑
稽
で
す
。
い

ろ
ん
な
お
檀
家
さ
ん
か
ら
話
を
聞
く
と
、

会
館
の
中
で
も
さ
も
住
職
は
偉
い
ん
だ
ぞ

と
⾔
わ
ん
ば
か
り
の
振
る
舞
い
を
し
て
い

る
と
聞
く
と
う
ん
ざ
り
し
ま
す
。

　
私
は
葬
儀
の
主
⼈
公
は
喪
主
家
で
あ
っ

て
導
師
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
故
⼈
か
ら
⼀
番
近
い
祭
壇
の
正
⾯
で
お

勤
め
す
る
わ
け
で
す
か
ら
⼼
を
尽
く
し
お

釈
迦
様
か
ら
の
法
を
お
授
け
し
て
仏
国
⼟

へ
と
故
⼈
を
送
る
⼤
切
な
お
役
⽬
を
担
っ

て
い
ま
す
が
何
よ
り
も
遺
族
と
故
⼈
と
の

こ
の
娑
婆
世
界
で
の
別
れ
に
け
じ
め
を
つ

け
る
お
⼿
伝
い
を
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

と
⾔
う
こ
と
で
す
。

　
よ
く
僧
侶
同
⼠
の
会
話
の
中
に
「
葬
儀

屋
は
葬
儀
の
お
⼿
伝
い
を
す
る
わ
け
だ
か

ら
し
ゃ
し
ゃ
り
出
る
な
」
と
⾔
う
よ
う
な

会
話
を
⽿
に
し
ま
す
が
「
僧
侶
も
同
じ
だ

よ
っ
！
」
と
思
い
ま
す
。

　
と
あ
る
⽼
師
は
「
最
近
の
葬
儀
は
キ
ラ

キ
ラ
の
御
袈
裟
が
葬
儀
し
て
い
る
ん
で

あ
っ
て
坊
さ
ん
の
す
る
葬
儀
じ
ゃ
な
い

な
」
と
⾔
っ
て
い
ま
し
た
。

　
普
段
の
お
檀
家
さ
ん
と
の
接
し
⽅
も
同

じ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
お
坊
さ
ん
も
⼈
間
で
す
か
ら
⾊
ん
な
お

坊
さ
ん
が
い
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
が

も
っ
と
お
檀
家
さ
ん
の
こ
と
考
え
て
ね
！

静
寂
な
山
中
の
禅
堂

�

陽
澤
院
住
職
　
菅
　
原
　
匡
　
史

　
昨
年
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
お
寺
の
多
く
の

行
事
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

少
し
時
間
に
余
裕
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

久
し
ぶ
り
に
昔
の
写
真
を
整
理
し
て
お
り

ま
し
た
。
一
枚
一
枚
の
写
真
を
懐
か
し
い

気
持
ち
で
見
て
い
る
と
、
約
三
十
年
ほ
ど

前
に
修
行
を
し
て
い
た
頃
の
熊
本
県
の
聖

護
寺
の
写
真
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
聖
護
寺
の
写
真
を
し
ば

ら
く
見
て
い
る
と
、
当
時
の
記
憶
が
不
思

議
な
程
に
蘇
っ
て
き
た
の
で
す
。
私
は
瑞

応
寺
僧
堂
に
安
居
し
て
い
た
頃
は
、
交
代

で
聖
護
寺
に
数
ヶ
月
行
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
聖
護
寺
は
菊
池
市
の
鳳
来
地

区
か
ら
約
二
キ
ロ
ほ
ど
北
の
山
中
に
あ
り

ま
す
。
現
在
は
少
子
化
の
影
響
で
安
居
者

は
い
な
い
よ
う
で
す
が
、当
時
は
常
に
四
、

五
人
は
お
り
ま
し
た
。
こ
の
お
寺
は
坐
禅

と
托
鉢
の
修
行
が
多
い
の
が
特
徴
で
す

が
、も
う
一
つ
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
こ
の
お
寺
で
は
電
気
や
ガ
ス
を

使
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
電
気
の

─
第
一
教
区
の
皆
さ
ま
の
声
─
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代
わ
り
に
蝋
燭
や
ラ
ン
プ
、
又
懐
中
電
灯

を
使
い
、
ガ
ス
の
代
わ
り
に
薪
や
練
炭
を

使
っ
て
の
生
活
で
し
た
。
不
思
議
な
も
の

で
普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る

電
気
や
ガ
ス
で
す
が
、
実
際
に
使
え
な
い

と
そ
の
有
難
さ
が
実
感
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
生
活
を
続
け
て
い
ま
す

と
太
陽
の
存
在
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
太
陽
の
動
き
が
直
接
私
達
の
生
活

に
影
響
し
て
く
る
か
ら
で
す
。

　
太
陽
の
恩
恵
を
強
く
感
じ
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
い
ま
改
め
て
、
約
三
十
年
前

の
安
居
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

私
に
と
っ
て
本
当
に
貴
重
な
体
験
で
あ
り

ま
し
た
。
人
里
離
れ
た
静
寂
な
山
中
で
、

し
か
も
電
気
や
ガ
ス
の
な
い
禅
堂
で
修
行

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ご
法
縁
に
心
か
ら
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
布
教
（
寄
添
い
）

�

源
正
寺
住
職
　
村
　
松
　
功
　
英

　
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
感
染
爆
発
が
起
き
て

か
ら
早
一
年
と
四
か
月
を
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
私
達
の
現
状
は
一
向
に
改
善

す
る
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。
人
々
の
疲
弊

は
頂
点
に
達
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
外
出
を
避
け
、
マ
ス
ク
と
手
洗
い
と
う

が
い
の
励
行
、
五
人
以
上
の
飲
食
集
会
の

禁
止
等
々
、
随
分
不
定
愁
訴
の
溜
ま
る
日

常
で
す
。
心
の
健
康
を
保
つ
手
段
が
ど
ん

ど
ん
無
く
な
っ
て
し
ま
い
引
き
籠
り
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
私
達
お
坊
さ
ん
に
何
が
出
来
る
の
か

を
考
え
て
み
る
と
、
四
季
折
々
の
宗
教
行

事
に
合
わ
せ
て
お
檀
家
の
方
々
に
向
け
た

ご
案
内
文
に
安
否
を
気
遣
う
言
葉
を
添
え

る
事
位
で
し
ょ
う
か
？　
し
か
し
私
は
そ

れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
お
檀
家
の
方
々
の
不
安
な
心

に
寄
り
添
い
、
見
守
り
、
励
ま
す
事
の
大

切
さ
を
考
え
る
必
要
を
感
じ
ま
す
。
寺
の

掲
示
板
の
一
文
に
、
ご
通
知
の
末
尾
の
励

ま
し
の
一
文
に
、
顔
を
合
わ
せ
た
時
の
会

話
の
最
後
の
労
り
の
言
葉
の
一
言
に
檀
家

さ
ん
は
、
あ
あ
和
尚
さ
ん
も
同
じ
苦
し
み

を
抱
え
て
い
た
の
だ
と
思
う
時
、
自
分
だ

け
で
は
な
い
同
胞
感
を
感
じ
安
心
し
ま

す
。
強
い
て
言
え
ば
、
更
に
仏
の
ご
加
護

を
祈
る
言
葉
を
添
え
る
と
お
檀
家
さ
ん
は

も
っ
と
安
心
を
深
め
る
事
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
一
筆
箋
に
し
た
た
め
て
、
近
く
の

お
檀
家
さ
ん
な
ら
ば
各
家
々
の
郵
便
ポ
ス

ト
に
入
れ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
遠
く
の

お
檀
家
さ
ん
に
な
ら
ば
郵
便
で
送
っ
て
も

良
い
で
し
ょ
う
。

　
私
達
、
菩
提
寺
の
住
職
が
各
々
の
ご
先

祖
様
と
共
に
檀
家
さ
ん
一人一人



の
暮
ら

し
の
安
寧
を
見
守
り
祈
っ
て
い
る
事
を
お

伝
え
す
る
努
力
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

誰
し
も
が
共
々
に
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
今

日
、
同
じ
苦
し
み
を
抱
え
、
同
じ
環
境
に

置
か
れ
て
い
る
今
、
ど
う
か
お
檀
家
さ
ん

の
心
が
折
れ
な
い
よ
う
に
一人一人



の
心

に
寄
り
添
っ
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

　
い
つ
の
日
か
必
ず
医
学
が
コ
ロ
ナ
の
制

圧
に
成
功
し
、
三
年
前
の
日
常
を
取
り
戻

す
日
が
来
る
事
を
信
じ
て
今
を
耐
え
忍
ぶ

力
を
養
い
た
い
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
も
う

　
蒼
龍
寺
山
内
　
八
教
区
・
東
源
寺
徒

�

森
　
澤
　
哲
　
史

　
昨
年
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
世
界
的
流

行
の
一
途
を
辿
っ
た
ま
ま
、
未
だ
収
束
の

兆
し
も
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
。
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
存
在
の
専
門

的
な
こ
と
は
分
か
り
か
ね
る
が
、
世
界
中

の
誰
も
が
こ
の
目
に
見
え
な
い
も
の
を
相

手
に
戦
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
っ
て
、
世
界
的

に
発
生
し
て
い
る
経
済
的
不
況
、
労
働
問

題
の
悪
化
に
よ
る
生
活
困
窮
者
の
増
加
な

ど
、
ま
さ
に
戦
々
恐
々
と
し
て
多
事
多
難

な
毎
日
で
あ
り
、
そ
の
禍
の
な
か
で
、
患

者
へ
の
看
護
に
携
わ
っ
て
い
る
医
療
関
係

の
方
々
や
、
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る
人
々

を
支
援
し
よ
う
と
尽
力
な
さ
っ
て
い
る

方
々
な
ど
、
ひ
た
す
ら
に
前
を
向
い
て
歩

ん
で
お
ら
れ
る
そ
の
姿
勢
に
は
頭
が
下
が

る
思
い
で
あ
る
。

　
他
方
で
、
新
型
の
ウ
イ
ル
ス
が
最
初
に

確
認
さ
れ
た
中
国
国
内
に
因
ん
だ
ア
ジ
ア

人
へ
対
す
る
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
や
、
罹
患

者
を
半
ば
犯
罪
者
の
よ
う
に
取
り
沙
汰
し

て
の
誹
謗
中
傷
、
住
居
な
ど
の
個
人
情
報

を
ネ
ッ
ト
で
晒
す
よ
う
な
嫌
が
ら
せ
な
ど

が
話
題
に
上
る
た
び
に
、
科
学
が
発
展
し

た
斯
様
な
時
代
に
な
っ
て
も
、
人
の
心
と

い
う
も
の
は
、
中
世
封
建
時
代
の
頃
と
な

に
ひ
と
つ
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
実
感
す
る
も
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
時
勢
に
お
い
て
、
私
た
ち

が
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何

か
。
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生
え
て
、
は
じ
め
て
人
間
ら
し
い
深
み
の

あ
る
人
生
が
送
れ
る
の
だ
と
信
じ
て
や
ま

な
い
。

死
の
霊
性

�

乗
福
寺
住
職
　
中
　
泉
　
俊
　
堯

　
東
京
で
独
り
暮
し
の
銀
行
員
が
孤
独
死

し
た
。
新
聞
受
け
の
新
聞
か
ら
死
亡
日
が

分
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
年
前
に
亡
く

な
っ
た
実
家
の
兄
の
死
亡
日
と
同
じ
日
で

あ
っ
た
。

　
夫
の
帰
り
が
遅
く
、
ベ
ッ
ド
で
本
を
読

ん
で
待
っ
て
い
た
妻
の
蛍
光
灯
が
突
然
消

え
た
。
不
幸
に
も
、
翌
朝
夫
は
死
体
で
見

つ
か
っ
た
。
送
り
届
け
た
代
行
車
の
話
と

検
死
の
結
果
か
ら
、
そ
の
死
亡
時
間
は
妻

の
電
気
が
消
え
た
頃
の
時
間
と
符
合
し
て

い
た
。
檀
家
の
死
亡
日
か
ら
は
、
時
々
不

思
議
な
偶
然
の
一
致
を
見
る
こ
と
が
多

い
。

　
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
の
大
事
な
妻

は
18
日
に
亡
く
な
り
、
息
子
の
副
住
職
は

19
日
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
私
の
兄

は
18
日
に
亡
く
な
り
、
妹
は
19
日
に
亡
く

な
っ
て
い
る
。
二
つ
の
数
字
の
関
連
性
に

深
く
霊
性
を
感
じ
る
。
東
日
本
大
震
災
で

は
、
亡
く
な
っ
た
人
々
の
悲
し
い
不
思
議

な
霊
の
話
を
よ
く
聞
い
た
。
文
化
風
土
が

違
っ
て
も
、
葬
式
、・
法
事
を
世
界
各
地

の
人
々
が
行
う
の
は
、
肉
体
の
滅
亡
が

あ
っ
て
も
、
霊
の
存
在
を
無
意
識
的
に
も

信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

目
覚
め
た
仏
陀
は
、「
霊
魂
は
有
る
の

か
無
い
の
か
」
と
弟
子
か
ら
問
わ
れ
、
漢か
ん

訳や
く

仏
典
で
は
「
無
記
」
と
答
え
て
い
る
。

有
る
と
も
無
い
と
も
言
っ
て
い
な
い
。
そ

れ
に
執と

ら
わ
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
と
い
う

教
え
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
私
は
今
霊
の
存
在
を
信
じ
て
い

る
。
そ
れ
は
見
え
る
も
の
の
世
界
が
総
て

で
は
な
い
。
我
々
人
間
の
目
に
は
見
え
な

い
世
界
が
も
う
一
つ
存
在
し
て
い
る
と
考

え
る
の
だ
。

　
最
近
、
友
人
、
親
族
の
死
を
き
っ
か
け

に
、
檀
家
の
葬
式
法
事
を
心
を
こ
め
て
、

丁
寧
に
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
誰
も

い
な
い
夜
の
廊
下
に
足
音
が
す
る
。
妻
が

私
を
想
っ
て
、
ま
た
訪
ね
て
き
て
い
る
と

感
じ
る
。

　
そ
れ
は
、ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
他
人
事
、

自
分
と
は
直
接
関
わ
り
の
な
い
こ
と
と
し

て
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
の
か
。

　

感
染
に
よ
り
苦
し
ん
で
い
る
人
々
は
、

好
ん
で
罹
患
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

患
者
の
方
々
の
そ
の
心
と
体
の
痛
み

を
、
我
が
事
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
因
縁

（
き
っ
か
け
）
が
異
な
れ
ば
、
自
分
が
同

じ
感
染
者
と
い
う
立
場
に
な
っ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
自
分
に
も
そ
う
い

う
状
況
が
訪
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

こ
と
を
、
こ
こ
に
至
り
、
我
が
身
に
引
き

当
て
て
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。

　
人
は
、
本
能
的
に
も
理
性
的
に
も
自
ら

の
幸
せ
を
追
い
求
め
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
に
人
生
観
や
価
値
観
が
異
な
る
の
で
、

心
の
物
差
し
も
人
に
よ
っ
て
皆
違
う
。
し

た
が
っ
て
、
何
に
幸
せ
を
感
じ
る
の
か
も

人
そ
れ
ぞ
れ
だ
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
私

た
ち
は
他
人
と
自
分
の
間
に
大
き
な
垣
根

を
つ
く
っ
て
、
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
、
自

分
の
家
族
さ
え
幸
せ
で
あ
れ
ば
、
と
い
う

よ
う
な
生
き
方
を
い
つ
の
ま
に
か
選
ん
で

い
る
。

　
し
か
し
そ
れ
は
、枝
葉
の
病
気
を
見
て
、

そ
の
一
つ
の
葉
や
一
つ
の
枝
を
治
そ
う
と

す
る
営
み
に
過
ぎ
な
い
も
の
。
大
切
な
の

は
、
木
の
根
元
で
あ
る
と
こ
ろ
の
根
や
幹

の
病
を
治
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
丈
夫

に
養
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
自

分
と
他
人
と
を
分
け
て
考
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
堅
苦
し
い
こ
と
は
先
送
り
に
し

て
、
目
の
前
の
快
楽
を
求
め
る
よ
う
な
生

き
方
か
ら
は
、
決
し
て
明
る
い
未
来
は
開

け
て
こ
な
い
と
思
う
。

　
仏
の
教
え
に
「
自
他
不
二
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
元
来
自
分
と
他
人

と
は
別
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
味

だ
。
た
と
え
ば
、
精
密
機
械
な
ど
は
一
つ

の
部
品
（
自
分
）
が
欠
け
る
だ
け
で
、
機

械
（
世
界
）
全
体
が
正
し
く
動
く
こ
と
は

出
来
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
人
そ

れ
ぞ
れ
が
、
自
分
の
は
た
ら
き
を
正
し
く

果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
全
体
を
も

正
し
く
動
か
し
得
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。

　
自
分
と
い
う
存
在
は
、
万
物
の
中
の
か

け
が
え
の
な
い
大
切
な
一
員
で
あ
り
、
万

物
が
こ
の
自
分
を
生
か
す
た
め
に
は
た
ら

き
続
け
て
い
る
。
お
互
い
に
助
け
あ
っ
て

い
る
こ
の
世
界
で
、
今
こ
こ
に
生
か
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
へ
の
感
謝
の
念
が
芽
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釈
尊
の
肉
声

　
天
龍
寺
山
内
　
七
教
区
・
福
城
寺
副
住
職

�

佐
々
木
　
耕
　
志

　
大
学
生
の
頃
、
イ
ン
ド
思
想
の
授
業
で

出
会
っ
た
本
が
あ
る
。
中
村
元・訳『
ブ
ッ

ダ
の
こ
と
ば
―
―
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』

『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
・
感
興
の
こ

と
ば
』（
ど
ち
ら
も
岩
波
文
庫
刊
）で
あ
る
。

お
そ
ら
く
釈
尊
の
肉
声
に
か
な
り
近
い
と

さ
れ
る
詩
句
が
、
平
易
な
現
代
語
に
訳
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
私
に
と
っ
て
印

象
深
い
言
葉
が
あ
る
。

　
〝
た
と
い
人
が
百
年
生
き
よ
う
と
も
…

終
に
は
親
族
の
人
々
か
ら
離
れ
て
、
こ
の

世
の
生
命
を
捨
て
る
に
至
る
。だ
か
ら【
尊

敬
さ
る
べ
き
人
】
の
教
え
を
聞
い
て
、
人

が
死
ん
で
亡
く
な
っ
た
の
を
見
て
は
、「
か

れ
は
も
う
わ
た
し
の
力
の
及
ば
ぬ
も
の
な

の
だ
」
と
さ
と
っ
て
、
嘆
き
悲
し
み
を
去

れ
。〟

　
〝
人
が
生
ま
れ
た
と
き
に
は
、
実
に
口

の
中
に
斧
が
生
じ
て
い
る
。
愚
者
は
悪
口

を
言
っ
て
、
そ
の
斧
に
よ
っ
て
自
分
を
斬

り
割
く
の
で
あ
る
。〟

　
〝
古
い
も
の
を
喜
ん
で
は
な
ら
な
い
。

ま
た
新
し
い
も
の
に
魅
惑
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
。
滅
び
ゆ
く
も
の
を
悲
し
ん
で
は
な

ら
な
い
。
牽
引
す
る
も
の
（
妄
執
）
に
と

ら
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。〟

　
〝
ひ
と
が
…
い
ろ
い
ろ
の
欲
望
を
貪
り

求
め
る
と
、
無
力
の
よ
う
に
見
え
る
も
の

（
諸
々
の
煩
悩
）
が
か
れ
に
う
ち
勝
ち
、

危
う
い
災
難
が
か
れ
を
ふ
み
に
じ
る
。
あ

た
か
も
壊
れ
た
舟
に
水
が
浸
入
す
る
よ
う

に
。〟

　
〝
沈
黙
し
て
い
る
も
の
も
非
難
さ
れ
、

多
く
語
る
も
の
も
非
難
さ
れ
、
少
し
く
語

る
も
の
も
非
難
さ
れ
る
。
世
に
非
難
さ
れ

な
い
も
の
は
い
な
い
。
た
だ
誹
ら
れ
る
だ

け
の
人
、
ま
た
た
だ
褒
め
ら
れ
る
だ
け
の

人
は
、
過
去
に
も
い
な
か
っ
た
し
、
未
来

に
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
、
現
在
に
も
い
な

い
。〟

　
〝
ひ
と
は
他
人
の
過
失
を
…
吹
き
散
ら

す
。
し
か
し
自
分
の
過
失
は
、
隠
し
て
し

ま
う
。
狡
猾
な
賭
博
師
が
不
利
な
賽
の
目

を
隠
し
て
し
ま
う
よ
う
に
。〟

　
〝
頭
髪
が
白
く
な
っ
た
か
ら
と
て
【
長

老
】
な
の
で
は
な
い
。
た
だ
年
を
取
っ
た

だ
け
な
ら
ば
、「
空
し
く
老
い
ぼ
れ
た
人
」

と
言
わ
れ
る
。〟

　
〝
戦
場
の
象
が
、射
ら
れ
た
矢
に
あ
た
っ

ア
メ
リ
カ
の
禅
セ
ン
タ
ー
見
聞
記

�
補
陀
寺
住
職
　
大
　
山
　
陽
　
堂

　
今
か
ら
三
十
年
以
上
も
昔
、
ハ
ワ
イ
の

開
教
師
を
勤
め
て
い
た
頃
、
あ
る
年
の
夏

休
み
お
盆
が
終
り
、
少
し
余
裕
が
で
き
た

時
、
近
く
の
開
教
師
家
族
と
大人

四
人
、

子
供
六
人
の
計
十
名
で
北
米
各
地
の
禅
セ

ン
タ
ー
見
学
を
主
目
標
に
十
二
日
間
の
旅

行
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

途
中
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
禅
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
た
時
の
こ
と
で
す
。
摂
心

中
と
の
こ
と
で
、
迷
惑
を
か
け
ぬ
よ
う

に
、
子
供
達
は
別
行
動
と
し
、
開
教
師
二

人
だ
け
で
訪
問
し
ま
し
た
。
禅
セ
ン
タ
ー

は
広
々
と
し
た
高
原
に
あ
り
ま
し
た
。
美

し
い
芝
生
の
庭
に
こ
ち
ら
に
三
人
、
あ
ち

ら
に
五
人
と
楽
し
そ
う
に
談
笑
し
て
い
る

方
々
が
い
ま
す
。
あ
れ
、
こ
こ
は
本
当
に

禅
道
場
な
の
と
い
う
感
じ
で
す
。
玄
関
で

は
白
人
女
性
の
方
が
応
接
し
て
く
れ
ま
し

た
。
摂
心
は
と
聞
く
と
「
今
、
午
前
の
小

休
止
中
で
す
」
と
の
こ
と
。
し
ば
ら
く
す

る
と
木
版
の
音
が
ひ
び
き
わ
た
り
ま
す
。

早
速
坐
禅
堂
に
向
か
い
、
堂
内
に
入
り
驚

き
ま
し
た
。
長
い
脚
を
き
ち
っ
と
組
み
、

背
を
延
し
て
、
ず
ら
っ
と
並
ん
で
坐
禅
を

し
て
い
る
姿
、
正
に
正
身
端
坐
で
す
。
本

山
の
摂
心
中
の
空
気
を
思
い
出
し
、
感
動

い
た
し
ま
し
た
。
二
炷
の
坐
禅
が
終
っ
て

食
堂
に
向
い
ま
し
た
。
途
中
、
中
年
の
男

性
に
「
何
故
坐
禅
に
来
た
の
で
す
か
」
と

聞
き
ま
し
た
。
彼
は
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

為
で
す
」
と
云
う
の
で
す
。
少
々
驚
き
ま

し
た
。
食
堂
内
で
近
く
に
若
い
二
人
の
女

性
が
座
っ
た
の
で
、
同
じ
質
問
を
し
て
み

ま
し
た
。二
人
は
笑
い
な
が
ら「
ダ
イ
エ
ッ

ト
の
為
で
す
」
と
答
え
た
の
で
す
。
そ
し

て
、
私
た
ち
は
毎
日
ど
う
し
て
も
お
肉
を

食
べ
ま
す
。
そ
れ
に
一
日
に
二
度
も
、
三

度
も
で
す
。
こ
の
摂
心
に
来
る
と
毎
日
野

菜
食
で
す
。
野
菜
食
の
方
が
体
に
は
良
い

と
解
っ
て
い
て
も
、
中
々
で
き
ま
せ
ん
。

調
理
も
め
ん
ど
う
で
す
し
ね
、
と
笑
っ
て

い
ま
し
た
。

　
日
本
の
坐
禅
会
も
、
参
加
者
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
坐
禅
を
楽
し
む
よ
う
な
会
に
な

る
と
良
い
の
に
と
思
い
ま
す
。
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い
様
々
な
理
由
で
お
寺
は
傷
ん
で
い
き
ま

す
。

　
お
寺
を
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
の
大

変
さ
を
痛
感
す
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

お
寺
の
歴
史
を
調
べ
て

�

林
清
寺
寺
族
　
松
　
山
　
郁
　
子

　
「
こ
こ
の
お
寺
は
ず
い
ぶ
ん
古
い
よ
う

で
す
が
、
い
つ
頃
建
て
ら
れ
た
の
で
す

か
。」

と
い
う
檀
家
さ
ん
の
質
問
に
私
は
明
確
に

答
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
寺
族
と
し
て
大

い
に
反
省
し
た
こ
と
が
あ
る
。
お
寺
の
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
文
献
や
住
職
か
ら
聞

き
及
ん
だ
こ
と
か
ら
お
お
よ
そ
の
こ
と
は

知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
改
め

て
人
に
説
明
で
き
る
か
と
い
う
と
自
信
が

な
い
。

　
そ
こ
で
、
今
更
な
が
ら
お
寺
の
歴
史
に

つ
い
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
文
献

に
は
、「
寺
伝
に
よ
る
と
…
…
」
と
い
う

文
言
が
出
て
く
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な
る

も
の
は
定
か
で
な
い
。
資
料
に
よ
っ
て
少

し
異
な
っ
た
記
述
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を

読
み
比
べ
整
理
し
、
照
合
し
て
み
る
作
業

を
試
み
た
。
ま
た
、
歴
代
住
職
が
な
さ
っ

て
き
た
こ
と
、
掲
げ
ら
れ
て
い
る
額
や
聯

の
製
作
に
関
わ
る
こ
と
、
寺
宝
と
し
て

い
る
古
い
木
像
か
ら
わ
か
る
元
々
の
宗

旨
、
江
戸
時
代
末
期
の
住
職
手
彫
り
の
千

体
地
蔵
に
現
れ
る
人
々
の
祈
り
や
信
仰
心

等
々
。
そ
れ
ら
の
断
片
的
な
事
実
を
繋
ぎ

合
わ
せ
、歴
史
を
紐
解
い
て
い
る
う
ち
に
、

別
の
感
慨
に
浸
っ
て
い
る
自
分
に
気
付
い

た
。

　
十
四
世
紀
の
中
頃
、
近
江
の
国
か
ら
師

自
作
の
木
像
を
携
え
て
出
羽
の
国
太
平
に

踏
み
入
っ
て
来
た
一人

の
僧
が
小
庵
を
結

ん
だ
。
そ
こ
に
信
仰
す
る
人
が
集
ま
っ
て

き
た
の
が
当
寺
の
前
身
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。そ
れ
か
ら
お
よ
そ
六
百
五
十
年
余
。

人
々
の
苦
し
み
や
悲
し
み
に
寄
り
添
い
、

心
を
砕
い
て
き
た
住
職
と
、
お
寺
を
寄
り

ど
こ
ろ
と
し
お
寺
の
護
持
に
努
め
よ
う
と

し
た
近
郷
の
人
々
と
の
生
か
し
生
か
さ
れ

て
き
た
と
き
の
流
れ
の
尊
さ
。
そ
の
流
れ

の
今
こ
こ
に
自
分
の
命
が
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
た
瞬
間
、敬
意
と
感
謝
が
込
み
上
げ
、

崇
拝
の
念
す
ら
覚
え
た
。

　
私
の
こ
の
歴
史
探
訪
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
探
求
途
上
に
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
私

が
知
っ
て
い
る
限
り
の
こ
と
は
次
の
代
に

て
も
堪
え
忍
ぶ
よ
う
に
、
わ
れ
は
ひ
と
の

そ
し
り
を
忍
ぼ
う
…
自
ら
を
お
さ
め
た
者

は
、
人
々
の
中
に
あ
っ
て
も
最
上
の
も
の

で
あ
る
。〟

　
以
上
、
自
戒
を
込
め
て
掲
げ
さ
せ
て
頂

く
。お

寺
の
生
物
劣
化

�

白
馬
寺
副
住
職
　
佐
　
藤
　
俊
　
明

　
長
か
っ
た
冬
が
終
わ
り
、
そ
こ
か
し
こ

に
花
が
咲
き
始
め
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
蜜
を
求
め
て
ハ
チ
が
飛
ん
で
く
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
大
き
な
羽
音
で
こ
ち
ら
を
驚
か
す
ク
マ

バ
チ
は
、
よ
く
見
る
と
ず
ん
ぐ
り
と
し
て

愛
ら
し
い
外
見
を
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
ク
マ
バ
チ
が
お
寺
に
と
っ
て
は

ち
ょ
っ
と
悩
ま
し
い
存
在
な
の
で
す
。

　
そ
の
理
由
は
、
本
堂
の
屋
根
垂
木
を
か

じ
っ
て
巣
穴
を
作
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
が

構
造
に
ど
れ
く
ら
い
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
巣
穴
は
毎
年
増

え
て
い
く
し
、
何
よ
り
下
屋
の
屋
根
に
そ

の
木
く
ず
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
の
を
見
る

の
は
い
い
気
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
人
を
襲
う
わ
け
で
な
し
、
駆
除
す
る

の
も
何
だ
か
か
わ
い
そ
う
で
す
。
そ
も
そ

も
高
い
場
所
に
、
し
か
も
飛
ん
で
く
る
わ

け
で
す
か
ら
、
対
策
す
る
こ
と
も
ま
ま
な

り
ま
せ
ん
。

　
も
う
だ
い
ぶ
前
か
ら
、
天
井
裏
に
気
配

を
感
じ
ま
す
。
ハ
ク
ビ
シ
ン
で
す
。
天
井

裏
を
寝
床
に
し
て
い
る
の
で
す
。
い
つ
か

大
改
修
を
す
る
と
き
に
対
策
を
取
ろ
う
と

見
て
見
ぬ
振
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
工
事
は
な
か
な
か
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
春
か
ら
気
持
ち
を
入

れ
替
え
て
、
点
検
口
を
付
け
て
も
ら
い
、

天
井
裏
の
掃
除
を
始
め
よ
う
と
思
い
ま

す
。

　
秋
田
に
は
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
が
い
な
い
の

で
、
お
寺
に
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
が
あ
っ
た

と
し
て
も
倒
壊
ま
で
は
至
ら
な
い
だ
ろ
う

と
高
を
括
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
師
匠
か

ら
本
堂
の
柱
の
傷
は
全
部
シ
ロ
ア
リ
（
ヤ

マ
ト
シ
ロ
ア
リ
）
に
か
じ
ら
れ
た
跡
だ
と

教
え
ら
れ
る
と
、
や
っ
ぱ
り
危
険
か
も
し

れ
な
い
と
思
い
直
し
ま
す
。

　
湿
気
や
日
射
に
よ
る
経
年
劣
化
、
地
震

や
台
風
な
ど
天
災
に
よ
る
劣
化
、
そ
れ
に

加
え
て
生
物
に
よ
る
劣
化
。
予
想
が
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
予
想
も
付
か
な
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を
絶
や
さ
ず
、
周
り
を
和
ま
せ
絶
対
に
Ｎ

Ｏ
と
言
わ
な
い
方
々
で
あ
り
ま
す
。
足
下

に
も
及
ば
な
い
私
で
す
が
今
の
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
御
三
方
が
法
要
を
行
う
な
ら
ど
う

対
応
す
る
か
？　
と
熟
考
し
な
が
ら
晋
山

結
制
の
日
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

師
匠
よ
り
聞
い
た
事

�

天
徳
寺
住
職
　
前
　
田
　
彰
　
亮

　
天
徳
寺
五
十
三
世
・
大
覚
亮
雄
大
和
尚

が
遷
化
し
て
、
九
年
の
月
日
が
過
ぎ
ま
し

た
。

　

昭
和
の
戦
中
、
戦
後
、
高
度
成
長
期
、

平
成
と
生
き
て
き
た
、
師
匠
で
あ
り
父
親

で
あ
っ
た
先
代
の
事
を
少
し
思
い
出
し
て

み
ま
し
た
。

　
昭
和
四
年
男
鹿
市
北
浦
の
上
野
家
に
生

ま
れ
、
旧
姓
は
上
野
で
し
た
。

　
昭
和
十
六
年
春
、
小
学
校
六
年
の
時
か

ら
天
徳
寺
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
朝
課
は
大
衆
が
勤
め
、
先
々
代
住
職
の

前
田
亮
田
師
は
草
取
り
作
務
を
し
て
い
た

そ
う
で
す
。

　
薬
石
の
時
、
前
田
亮
田
師
は
一
合
の
お

酒
を
、約
一
時
間
か
け
て
飲
ん
だ
そ
う
で
、

食
事
は
直
ぐ
に
終
わ
っ
て
も
、
お
酒
を
飲

み
終
え
、
飯
台
が
終
わ
る
ま
で
、
口
宣
を

正
座
を
し
な
が
ら
、
黙
っ
て
聞
い
て
い
た

そ
う
で
す
。

　
前
田
亮
田
師
は
お
酒
が
好
き
で
、
戦
時

中
の
配
給
米
で
濁
酒
を
作
っ
て
い
た
事
に

つ
い
て
、
配
給
米
は
最
低
限
の
食
糧
で
あ

る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
濁
酒
を
作
る
の
は

理
解
出
来
な
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
未
明
の
土
崎

空
襲
の
時
、
当
時
天
徳
寺
は
陸
軍
病
院
の

分
院
で
あ
っ
た
の
で
、
マ
グ
ロ
の
よ
う
な

黒
く
な
っ
た
焼
死
し
た
死
体
が
た
く
さ
ん

運
ば
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
高
校
時
代
、
天
徳
寺
か
ら
秋
田
市
立
高

校(

現
秋
田
中
央
高
校)

ま
で
、
冬
季
学

生
服
に
マ
ン
ト
に
素
足
に
下
駄
で
歩
い
て

通
学
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
天
徳
寺
で
は
、
通
年
素
足
で
生
活
し
て

い
た
と
の
事
で
す
。

　
天
徳
寺
の
生
活
よ
り
永
平
寺
の
僧
堂
生

活
が
楽
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
駒
澤
大
学

時
代
、
東
京
港
区
高
輪
の
泉
岳
寺
に
寄
宿

し
て
い
ま
し
た
。

　
泉
岳
寺
で
密
か
に
濁
酒
を
作
り
、
味
見

を
し
て
い
る
う
ち
に
全
部
飲
ん
で
し
ま
っ

た
そ
う
で
す
。

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
が
一

層
強
ま
っ
た
。

　
尊
い
一
筋
の
流
れ
の
中
で
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
命
が
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
に
。

三
人
の
老
師
な
ら
…
…

　
光
明
寺
山
内
　
岩
手
・
寶
積
寺
住
職

�

藤
　
村
　
貴
　
泰

　
私
事
で
す
が
昨
年
の
秋
に
晋
山
結
制
法

要
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
止
む
を

得
ず
延
期
と
な
り
本
年
の
秋
に
行
う
こ
と

に
致
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
教
区
長老


師
、
都
管
老
師
か
ら
ご
助
言
を
頂
き
教
区

ご
寺
院
様
の
ご
理
解
を
頂
け
た
こ
と
は
改

め
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ
方

法
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
こ
れ
が
正
解
と
い

う
も
の
は
な
く
皆
様
の
中
に
も
頭
を
悩
ま

せ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い

ま
す
。
私
も
毎
日
そ
の
事
で
頭
が
い
っ
ぱ

い
で
あ
り
ま
す
が
、
悩
ん
だ
り
迷
っ
た
り

し
た
時
に
は
い
つ
も
三
人
の
老
師
な
ら
ど

う
対
応
す
る
か
？　

と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
一人目


の
老
師
は
修
行
道
場
に
て
安
居

し
て
い
た
時
の
堂
長老

師
の
侍
者
和
尚
さ

ん
で
あ
り
ま
す
。
堂
長老

師
は
大
変
厳
し

い
方
で
あ
り
私
は
毎
日
叱
ら
れ
て
ば
か
り

で
し
た
が
、
侍
者
和
尚
さ
ん
は
一
歩
も
二

歩
も
先
の
動
き
を
予
測
し
て
行
動
す
る
方

で
、
誰
よ
り
も
一
番
最
初
に
作
務
を
し
誰

よ
り
も
働
き
休
ん
で
い
る
所
を
見
た
こ
と

が
な
く
、
ど
ん
な
に
疲
れ
て
い
る
場
面
で

も
笑
顔
で
接
し
て
く
だ
さ
る
老
師
で
し

た
。
二
人目

の
老
師
は
県
南
の
Ｓ
老
師
で

す
。
老
師
は
行
事
綿
密
で
あ
り
、
私
が
質

問
し
て
も
分
か
ら
な
い
な
ど
と
言
わ
ず
、

必
ず
私
の
中
で
納
得
す
る
答
え
を
く
だ
さ

る
方
で
す
。
檀
務
等
、
私
の
ミ
ス
で
過
密

日
程
で
も
「
大
丈
夫
だ
‼
」
と
一
言
お
っ

し
ゃ
る
だ
け
で
い
つ
も
に
こ
や
か
な
方
で

あ
り
ま
す
。
三
人目

の
老
師
は
Ｙ
老
師
で

す
。
私
は
岩
手
の
出
身
で
す
が
、
秋
田
に

来
て
二
十
年
間
ず
っ
と
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
方
で
す
。頭
の
回
転
も
早
く
博
学
で
、

私
の
面
倒
な
頼
み
事
も
ど
ん
な
に
多
忙
で

も
二
つ
返
事
で
快
諾
し
て
く
だ
さ
る
、
足

を
向
け
て
寝
る
こ
と
が
出
来
な
い
方
で

（
足
を
向
け
て
寝
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
）
あ
り
ま
す
。

　
三
人
の
尊
敬
す
る
老
師
は
決
し
て
笑
顔
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ま
た
、
泉
岳
寺
で
法
事
の
設
斎
が
高
輪

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
際
、
雨
が

降
っ
て
い
た
の
で
長
靴
を
履
い
て
行
き
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
で
の
食
べ

方
が
解
ら
な
い
為
、
前
に
座
っ
て
い
る
人

の
真
似
を
し
て
食
べ
た
と
の
事
で
す
。

　
結
制
で
の
祝
語
は
「
学
道
の
人
は
す
べ

か
ら
く
貧
な
る
べ
し
」

　
困
っ
た
事
が
あ
っ
た
ら
歓
喜
寺
さ
ん
に

相
談
す
る
よ
う
に
。

　
も
し
か
し
た
ら
、
私
の
聞
き
違
い
も
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
か
亮
雄

師
、
亮
田
師
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
事
が

あ
る
方
は
、
些
細
な
事
で
も
お
教
え
頂
け

れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

　
前
回
１
２
８
号
の
「
妄
言
風
発
」
実
相

寺
住
職
・
大
佐
賀
俊
博
師
の
文
章
の
中
に

誤
植
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）普
段
行
者
が
→（
正
）昔
、役
行
者（
え

ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
）
が

　
謹
ん
で
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
※�

当
コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
順
は
原
稿
到

着
順
で
す
。
ま
た
、
肩
書
き
と
ご

氏
名
は
原
稿
に
準
じ
ま
し
た
。

表紙の言葉

春　今は種をまこう
小さな花を沢山咲かそう
明日の大輪の花を夢見て

教区人権学習会における感染拡大予防ガイドラインについて
※�前号の所報にて禅センター利用のガイドライン改訂版を掲載しておりますが、宗務所・禅セ
ンターを念頭に置いての内容となっております。人権本部作成のガイドラインは各教区、各
御寺院においての行事開催への参考としてご紹介いたします。

　◎教区人権学習会開催にあたって

　◎教区人権学習会開催におけるガイドライン

　　１学習会会場のガイドライン

　　２最低限の感染防止策についてのガイドライン

　　３学習会中におけるガイドライン

　　４学習会後のガイドライン

　◎学習会での注意事項

　　※�こちらで全文を掲載することはできませんが、『曹洞宗報６月号』や「曹洞禅ネット」
の寺院専用サイト（人権トップページ）にてご確認いただけます。
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か
つ
て
の
私
の
住
む
秋
田
県
北
秋
田
市
内
あ
る
集
落
の
一
例
。
集
落
に

死
者
が
出
る
と
、「
ハ
ナ
ヒ
キ
」
の
男
衆
が
葬
家
に
集
ま
っ
て
く
る
。

　

先
ず
は
枕
飾
り
の
準
備
。
ハ
ヤ
ダ
ン
ゴ
。
葬
家
の
嫁
な
ど
女
達
に
指
示

し
て
ダ
ン
ゴ
を
作
ら
せ
、そ
れ
を
四
個
あ
る
い
は
集
落
に
よ
っ
て
は
六
個
、

茶
碗
に
容
れ
る
。
こ
れ
が
ハ
ヤ
ダ
ン
ゴ
。
死
ん
だ
ら
な
る
べ
く
早
く
そ
な

え
る
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
と
か
。
ま
た
葬
式
ま
で
上
げ
て
お
く
と
褐
色
に

変
色
す
る
か
ら
ク
ロ
ダ
ン
ゴ
だ
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
シ
カ
バ
ナ
。
長
め
の
竹
ひ
ご
を
八
本
用
意
し
、
細
い
切
り
込
み

を
た
く
さ
ん
入
れ
た
白
紙
を
巻
き
付
け
、
そ
れ
を
四
本
ず
つ
二
枚
の
四
角

い
板
に
立
て
る
。
白
き
花
の
咲
き
薫
る
沙
羅
双
樹
に
見
立
て
た
も
の
が
こ

れ
だ
っ
た
。

　

次
い
で
ハ
ナ
ヒ
キ
の
衆
達
は
湯
灌
、
葬
列
に
必
要
な
諸
道
具
を
手
際
よ

ジ
ャ
ラ
ン
ボ
ン

特
別
寄
稿
（
１
）

く
作
り
続
け
る
。
故
人
の
思
い
出
、
葬
家
の
家
族
の
動
静
、
近
頃
の
村
の

出
来
事
な
ど
口
々
に
交
わ
し
な
が
ら
。
宵
に
は
葬
家
の
女
達
が
コ
ッ
プ
酒

と
漬
け
物
な
ど
の
肴
を
す
す
め
る
。
葬
具
造
り
の
共
同
作
業
。
だ
が
そ
れ

は
近
親
者
を
失
っ
て
動
揺
す
る
葬
家
に
お
し
か
け
、
一
室
を
占
領
し
て
遠

慮
の
な
い
俗
談
に
興
ず
る
い
さ
さ
か
迷
惑
な
集
団
と
受
け
と
め
ら
れ
た
こ

と
も
場
合
に
よ
っ
て
は
あ
っ
た
。
と
も
か
く
も
、
臨
終
か
ら
葬
儀
終
了
ま

で
の
数
日
間
葬
家
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
る
一
つ
の
儀
式
だ
っ
た
。
そ
ん

な
光
景
も
葬
祭
産
業
の
振
興
著
し
い
ご
時
世
の
到
来
で
見
え
な
く
な
っ
て

久
し
い
。

　

そ
の
遠
い
光
景
の
一
つ
が
葬
列
の
「
ジ
ャ
ラ
ン
ボ
ン
」
で
あ
る
。
行
列

の
進
行
に
合
わ
せ
て
、
太
鼓
と
鈸
を
ボ
ン
、
ジ
ャ
ラ
ン
と
鳴
ら
し
行
く
。

そ
の
役
目
は
た
い
が
い
ハ
ナ
ヒ
キ
役
の
仕
事
だ
っ
た
。「
ジ
ャ
ラ
ン
ボ
ン
」

と
は
そ
の
音
に
な
ら
っ
て
の
こ
と
、時
に
は「
ジ
ャ
ン
ボ
ン
」と
も
呼
ん
だ
。

　

こ
の
鼓
鈸
の
楽
奏
は
、
臨
終
者
を
来
迎
す
る
阿
弥
陀
聖
衆
達
の
演
奏
を

模
し
た
も
の
だ
っ
た
。
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
を
見
る
と
、
雲
上
の
聖
衆
達

は
そ
れ
ぞ
れ
箏
、
笛
、
鼓
、
鈸
な
ど
の
楽
器
を
手
に
し
、
さ
ら
に
は
幡
、

天
蓋
、
蓮
華
台
を
持
っ
て
い
る
者
も
い
る
。
映
像
で
チ
ベ
ッ
ト
の
葬
列
を

観
た
こ
と
が
あ
る
が
、
鼓
鈸
以
外
の
楽
器
も
そ
ろ
え
、
に
ぎ
や
か
な
も
の

だ
っ
た
。
近
年
で
は
ジ
ブ
リ
が
ア
ニ
メ
「
か
ぐ
や
姫
」
の
ラ
ス
ト
で
こ
の

北
秋
田
市
七
日
市　

龍
泉
寺　

佐　

藤　

俊　

晃

第129号 令和３年５月15日（　）22曹洞宗秋田県宗務所所報



シ
ー
ン
を
登
場
さ
せ
て
い
た
の
で
、
認
識
を
新
た
に
さ
れ
た
方
も
あ
っ
た

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
言
う
と
、
禅
の
葬
送
は
浄
土
教
的
な
来
迎
思
想
と
は
無
関

係
だ
と
非
難
さ
れ
る
方
も
い
る
だ
ろ
う
か
。
だ
が
現
在
曹
洞
宗
で
公
式
の

『
昭
和
修
訂
曹
洞
宗
行
持
軌
範
』
に
掲
載
さ
れ
る
「
檀
信
徒
喪
儀
法
」
に

従
う
限
り
、い
わ
ゆ
る「
お
迎
え
」の
考
え
は
そ
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

葬
場
に
到
着
し
、
導
師
の
引
導
終
わ
っ
た
後
に
唱
え
る
山
頭
念
誦
文
に
曰

く
、「
雲
程
に
奉
送
し
、聖
衆
を
和
南
す
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
な
ん
だ
ろ
う
。

　

明
治
十
四
年
に
発
行
さ
れ
た
『
葬
祭
法
用
文
』
と
い
う
念
誦
本
が
私
の

寺
に
あ
る
。
編
者
は
吉
岡
信
行
（
肯
）
師
。
同
年
に
当
寺
の
法
類
寺
院
で

あ
る
大
舘
の
寺
に
宿
を
借
り
た
吉
岡
師
が
そ
こ
へ
譲
っ
た
も
の
で
、
縁

あ
っ
て
当
寺
に
伝
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
葬
儀
の
念
誦
文
に
次
の
よ

う
な
文
句
が
見
え
る
。

「
霊
棺
を
挙
し
て
荼
毘
の
盛
礼

に
赴
ん
と
欲
す
。
仰
い
で
尊

衆
を
憑た
の
ん
で
諸
聖
の
宝
号
を
誦

す
。
繚
乱
た
る
法
幡
は
真
如

の
性
空
に
飜ひ
る
が
へ
り
、
靉あ

い
だ
い靆
た

る
紫
雲
は
来
迎
の
聖
衆
を
擎さ
さ

ぐ
。
歓
喜
一
念
の
心
程
、
安

養
の
上
品
に
往
生
す
」

　

繚
乱
た
る
法
幡
が
飜
り
、

来
迎
の
聖
衆
達
を
載
せ
て
紫

雲
た
な
び
く
様
は
、
ま
さ
に

来
迎
図
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
を

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
上
来
聖
号
を
称
し
奉
り
、

十
万
億
刹
の
雲
程
を
餞せ
ん
そ
う送

す
。
性
茶
は
三
奠
を
表
し
、
心
香
は
一
爐
に
炷た

く
」

　

十
万
億
刹
の
雲
程
と
は
、
こ
の
世
か
ら
西
方
極
楽
浄
土
ま
で
の
距
離
、

阿
弥
陀
聖
衆
達
に
迎
え
ら
れ
た
死
者
を
載
せ
た
雲
が
た
ど
る
道
程
（
み
ち

の
り
）
の
こ
と
で
あ
る
。
餞
送
と
は
旅
立
つ
者
を
見
送
る
こ
と
。
死
者
を

迎
え
来
た
り
、
そ
し
て
浄
土
へ
と
連
れ
帰
る
。
そ
の
場
面
を
リ
ア
ル
に
再

現
し
て
い
る
。「
雲
程
に
奉
送
し
、
聖
衆
を
和
南
す
」
の
意
も
こ
こ
に
至

る
と
自
ず
と
合
点
で
き
よ
う
。
浄
土
ま
で
の
故
人
の
道
行
き
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
と
聖
衆
に
敬
礼
（
和
南
）
す
る
意
で
あ
る
。

　

こ
の
『
葬
祭
法
用
文
』
と
は
『
行
持
軌
範
』
に
先
行
す
る
宗
門
の
公
式

念
誦
文
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
か
と
言
っ
て
そ
れ
ほ
ど
異
端
的
な
も

の
で
も
特
殊
な
も
の
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
宗
門
の
儀
軌
全
般
に
詳
し
い

杉
本
俊
龍
師
も
明
治
期
の
葬
送
念
誦
と
し
て
こ
れ
を
紹
介
し
て
い
る
。
前

近
代
の
曹
洞
宗
の
葬
送
に
お
け
る
考
え
方
の
一
例
を
こ
こ
に
読
み
取
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
こ
の
小
文
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
葬
送
の
場
に
お
け
る
浄
土
思

想
の
復
権
を
言
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
別
の
手
続
き
が
必
要
に

な
る
。
こ
こ
で
の
本
題
は
ジ
ャ
ラ
ン
ボ
ン
に
絡
ん
で
く
る
。
あ
の
ハ
ナ
ヒ

キ
の
親
父
さ
ん
達
が
鳴
ら
す
鼓
鈸
の
音
に
送
ら
れ
、「
う
ち
の
じ
い
さ
ん

も
、
と
う
と
う
迎
え
ら
れ
て
行
っ
た
な
」
と
遺
族
達
が
観
念
し
た
か
つ
て

の
葬
送
に
は
、
故
人
が
こ
の
世
か
ら
あ
の
世
へ
旅
立
っ
た
、
と
い
う
確
か

な
手
応
え
が
あ
っ
た
（
は
ず
だ
）。
今
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

臨
終
か
ら
葬
儀
・
埋
骨
ま
で
の
一
連
の
作
業
は
、
葬
祭
業
者
の
守
備
範

囲
と
な
り
、
ハ
ナ
ヒ
キ
の
衆
は
無
用
と
な
っ
た
。
遺
族
の
「
負
担
」
は
減

り
、
葬
儀
に
か
か
る
手
間
は
簡
便
に
な
っ
た
。
加
え
て
昨
年
か
ら
の
コ
ロ

ナ
災
禍
。
葬
送
の
儀
は
簡
素
に
止
ま
ら
ず
、〈
簡
疎
〉
に
な
っ
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
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泉
外
旭
川
駅

　

3
月
13
日
、
泉
外
旭
川
駅
が
開
業
し
ま

し
た
。宗
務
所
最
寄
り
の
駅
と
な
り
ま
す
。

出
口
は
2
カ
所
あ
り
ま
す
の
で
「
外
旭
川

駅
前
広
場
口
」
を
出
て
徒
歩
7
分
、
約

４
０
０
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　

14
教
区
禅
林
寺
住
職
、
山
中
律
雄
師
が

『
川
島
喜
代
詩
の
添
削
』（
現
代
短
歌
社
）

を
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。
師
が
昭
和
59
年
か

ら
指
導
を
受
け
て
き
た
川
島
喜
代
詩
氏
の

添
削
を
原
作
と
並
べ
、
川
島
氏
の
評
と
師

の
感
想
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。「
日
本

短
歌
雑
誌
連
盟
」
第
10
回
評
論
賞
を
受
賞

さ
れ
、「
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
」
の
評
論
賞

最
終
候
補
に
も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

4
月
2
日
、
永
平
寺
八
十
世
貫
主
・
南

澤
道
人
猊
下
晋
山
開
堂
の
礼
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
規
模
を

縮
小
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
無
事

円
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
模
様
は
永
平
寺

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

令
和
3
年
春
の
叙
勲
で
、
管
内
寺
院
の

お
二
人
が
授
章
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
の

社
会
貢
献
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
2
教
区
松
樹
院
住
職　

川
島
善
道
師

保
護
司
と
し
て
の
更
生
保
護
功
労
に
対
し

て
瑞
宝
双
光
章

　

第
12
教
区
鷲
泉
寺
住
職　

三
戸
一
雄
師

民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
の
社
会
福
祉
功

労
に
対
し
て
瑞
宝
単
光
章

第129号 令和３年５月15日（　）24曹洞宗秋田県宗務所所報



　

本
年
度
の「
特
派
布
教
巡
回
」及
び「
梅

花
特
派
巡
回
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
8
月
31
日
ま
で

の
期
間
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
秋
田
県

に
お
い
て
は
６
月
に
予
定
し
て
い
た
「
特

派
布
教
巡
回
」
は
中
止
と
し
、
10
月
に
予

定
し
て
い
る
「
梅
花
特
派
巡
回
」
は
現
在

の
と
こ
ろ
変
更
な
く
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
た
だ
し
感
染
拡
大
に
よ
り
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

秋
田
県
梅
花
流
宗
務
所
講
師
に
新
た
に

2
教
区
天
昌
寺
寺
族
・
小
沢
兼
子
さ
ん
、

9
教
区
長
慶
寺
寺
族
・
深
川
典
子
さ
ん
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
詠
範
か
ら

の
講
師
と
な
り
ま
す
。
県
内
各
寺
の
梅
花

講
様
で
詠
範
講
師
を
ご
希
望
の
際
は
、
宗

務
所
梅
花
主
事
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

秋
田
県
梅
花
流
師
範
詠
範
の
会
が
発
行

す
る
「
同
行
」
が
宗
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
宗
務
所
管
内
の
梅
花
流

詠
讃
歌
の
歴
史
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
が

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
ご
苦
労
頂
い
た
担

当
の
3
教
区
圓
通
寺
住
職
・
近
藤
俊
彦
師

に
感
謝
申
し
上
げ
、
皆
様
の
ご
活
用
を
期

待
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
2
年
度
曹
洞
宗
秋
田
県
寺
院
名
簿

の
中
に
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｐ
9

3
教
区
82
番
林
澤
寺
様
住
所

（
誤
）
字
西
の
澤
41　
（
正
）
字
西
ノ
澤
41

Ｐ
40

17
教
区
２
２
１
番
永
泉
寺
様

門
間
淳
祐　

住
職

門
間
秀
道　

副
住
職

Ｐ
47

8
教
区
教
区
長　

２
２
０　

雲
巌
寺　

住

職　

桃
園
豊
弘

Ｐ
57

寺
族
会
顧
問

（
誤
）
伊
藤
照
子　
（
正
）
伊
東
照
子

今
所
会
で
承
認
さ
れ
た
改
正
事
項
の
要
点

　

今
所
会
に
お
い
て
、
曹
洞
宗
秋
田
県
宗
務
所
条
例
、
曹
洞
宗
秋
田
県
宗

務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
規
定
、
曹
洞
宗
秋
田
県
宗
務
所
婦
人
会
会
則
の
改
正

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
宗
務
庁
の
指
導
に
従
い
、
必
要
な
条
例
及
び
規
則
の
文
言
の
大

幅
な
修
正
を
行
い
ま
す
。
全
体
の
修
正
に
つ
い
て
は
次
回
７
月
の
決
算
所

会
で
改
正
案
の
審
議
を
上
程
し
、
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
新
た
な
宗
務
所

条
例
冊
子
を
作
成
し
て
各
寺
院
に
配
布
し
ま
す
。

１
、
曹
洞
宗
秋
田
県
宗
務
所
条
例

　
　

�

所
会
を
書
面
会
議
と
す
る
場
合
の
議
決
を
有
効
な
も
の
と
す
る
た
め

の
条
文
（
16
条
）
を
追
加
し
現
行
16
条
以
下
の
繰
り
下
げ

２
、�

曹
洞
宗
秋
田
県
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
規
定

　
　

�

寺
院
数
の
変
更
に
対
応
す
る
た
め
、
第
１
条
第
２
項
の
文
中
の

「
３
４
７
カ
寺
」
を
削
除

　
　

�

宗
務
庁
の
名
称
変
更
に
伴
い
、
第
４
条
第
２
項
の
文
中
の
「
青
少
年

教
化
員
」
を
「
教
化
指
導
員
」
に
変
更

３
、
曹
洞
宗
秋
田
県
宗
務
所
婦
人
会
会
則

　
　

�

会
員
の
構
成
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
第
４
条
に
「
及
び
第
２
条

の
目
的
に
賛
同
す
る
檀
信
徒
」
を
追
加

第129号25（　）令和３年５月15日 曹洞宗秋田県宗務所所報



寺
　
族

教
区
寺
番

寺
院
名

区
分

御
芳
名

年
　
月
　
日

享
年

7

209

満
友
寺

寺
族

鎌
田
　
京
子

令
和
2
年
4
月
12
日

97

5

139

海
蔵
寺

寺
族

長
谷
川
蓮
子

令
和
2
年
4
月
17
日

87

1

18

乗
福
寺

寺
族

中
泉
　
　
幸

令
和
2
年
4
月
18
日

77

5

150

桂
薗
寺

寺
族

草
彅
　
和
子

令
和
2
年
5
月
27
日

69

13

30

嶺
徳
院

寺
族

櫻
田
　
千
子

令
和
2
年
7
月
27
日

59

7

249

南
翁
寺

寺
族

杉
村
サ
カ
エ

令
和
2
年
8
月
9
日

81

6

181

黄
龍
寺

寺
族

菊
地
　
昭
子

令
和
2
年
8
月
27
日

94

9

260

松
庵
寺

寺
族

渡
邊
　
道
子

令
和
2
年
10
月
22
日

83

12

66

高
岳
寺

寺
族

伊
藤
　
光
子

令
和
2
年
11
月
25
日

93

13

41

常
光
寺

寺
族

加
藤
　
久
子

令
和
2
年
12
月
24
日

97

8

239

福
壽
院

寺
族

照
井
美
惠
子

令
和
2
年
12
月
27
日

79

2

61

鷲
林
寺

寺
族

菅
野
　
榮
子

令
和
3
年
1
月
10
日

86

3

96

圓
通
寺

寺
族

近
藤
　
ヒ
テ

令
和
3
年
1
月
15
日

100

9

272

徳
昌
寺

寺
族

佐
々
木
タ
ミ

令
和
3
年
2
月
6
日

103

3

87

慶
祥
寺

寺
族

矢
萩
　
　
綾

令
和
3
年
3
月
24
日

94

謹
ん
で
弔
意
を
表
し
ま
す

僧
　
侶

教
区
寺
番

寺
院
名

区
分

御
芳
名

年
　
月
　
日

享
年

教
師

資
格

7

243

宝
蔵
寺

東
堂

中
沢
　
玄
爾
令
和
2
年
4
月
14
日

87

大

1

21

正
應
寺

東
堂

加
藤
　
光
俊
令
和
2
年
5
月
27
日

96

権
大

5

157

香
積
寺

東
堂

久
米
　
法
順
令
和
2
年
6
月
23
日

78

正

11

323

恩
徳
寺

東
堂

岩
舘
　
祖
芳
令
和
2
年
7
月
18
日

79

権
大

12

74

瑞
光
寺

住
職

加
藤
　
龍
雲
令
和
2
年
10
月
15
日

70

正

17

216

向
川
寺

東
堂

櫻
田
　
元
雄
令
和
2
年
12
月
3
日

101

正

6

197

洞
雲
寺

同
籍

佐
藤
　
文
雄
令
和
2
年
12
月
11
日

97

-

18

309

壽
仙
寺

同
籍

小
西
　
育
芳
令
和
2
年
12
月
20
日

89

2
等

3

88

龍
源
寺

東
堂

土
屋
　
真
雄
令
和
3
年
1
月
26
日

72

正

17

212

霊
仙
寺

東
堂

中
村
　
秀
男
令
和
3
年
2
月
21
日

83

2
等

13

36

自
性
院

住
職

鈴
木
　
道
雄
令
和
3
年
3
月
11
日

73

正

謹
ん
で
弔
意
を
表
し
ま
す
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災害に遭われた場合の申請について

　宗門では、災害（風害、雪害、水害、地震等）により被災された寺院に対し災害見舞金を、また檀
信徒に対しては見舞状及び見舞品を交付することができます。
【災害見舞金申請書】
・災害が発生し被害が確認されたときは、被害箇所の写真を撮影（複数枚）してください。
　床下浸水の場合は水位が分かる写真を必ず添付ください。
・被災日より３年以内に申請してください。
・�「災害見舞金申請書」に被害の写真、復旧するための工事見積書等、新聞の切抜き等を添付してくだ
さい。

・�見舞金は建物共済への加入口数（１口～３口）に応じて交付され、１口に対する見舞金額は下記のと
おりです（被害総額を超えて交付することはできません）。

災害の種類 対象建物 被害程度 見舞金（上限）
１口 ２口 ３口

風、雪、雹災害
本堂、庫裡及び重要
な法要儀式を行う建
物

全損 150 万 300 万 450 万
半損、一部損 50 万 100 万 150 万

上記以外の建物 10 万 20 万 30 万

水災害
本堂、庫裡及び重要
な法要儀式を行う建
物

全損 150 万 300 万 450 万
半損、床上浸水 50 万 100 万 150 万
地盤より 45cm以上
の床下浸水 20 万 40 万 60 万

上記以外の建物 10 万 20 万 30 万

地震災害

本堂、庫裡及び重要
な法要儀式を行う建
物

全損、半損 30 万 60 万 90 万
一部損 3万 6万 9万

上記以外の建物 全損、半損 5万 10 万 15 万
一部損 1万 2万 3万

火災や雷等 境内建物 30 万※ 1､ 2
全ての災害 土木構造物（参道、石段、石垣、土塀等） 50 万※ 1

※１　口数に関係なく被災の程度に応じて交付されます。
　　　石造物のみの被害は適応されません。
※ 2　火災の場合は総務部福祉課までお問い合わせください。　
【災害見舞品】
　檀信徒が被災した場合、「災害見舞状及び見舞品申請書」の提出により、見舞状と見舞品を交付いた
します。ただし、緊急の場合、あるいは広域にわたる災害の場合には、電話連絡等によっても対応い
たします。

災害援護拠金
｢災害援護拠金（基本拠出金①＋付加拠出金②）｣ は､ 上記の災害見舞金制度の充実､ および被災者
の支援を行うため､ 全寺院より毎年宗費とともに納付いただいています。
　①全ての寺院に一律ご負担いただいています=2,500 円
　②建物共済加入口数に応じてご負担いただいています= 700 円×口数（1口～３囗）
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
の
戦
い
は
、
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
昨
年
の
予
算
所
会
か
ら
宗
務
所
も
本
格
的
に
感
染
予
防
に
取
り

組
ん
だ
の
で
す
が
、
今
年
も
ま
た
対
策
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
会

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
長
期
に
わ
た
る
戦
い
に
な
る
と
は
予
想
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

昨
年
は
ほ
と
ん
ど
の
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
主
催
事
業
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
所
報
に
掲
載
す
る
報
告
記
事
も
無
く
な
り
、
編
集
に
頭
を
悩
ま
せ
て
お
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
十
八
教
区
龍
泉
寺
住
職
・
佐
藤
俊
晃
老
師
に
連
載

を
執
筆
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
師
は

昨
年
度
ま
で
梅
花
特
派
師
範
を
お
勤
め
に
な
ら
れ
る
と
と
も
に
、
曹
洞
宗
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
委
託
研
究
員
と
し
て
も
全
国
的
に
有
名
な
碩
徳
で
あ
り
ま
す
。
主
な

著
書
は
『
般
若
院
英
泉
の
思
想
と
行
動
』（
長
谷
部
八
朗
共
編
・
著　

岩
田
書
店
）

「
お
寺
に
お
ま
つ
り
し
て
い
る
神
さ
ま
た
ち
」（
曹
洞
宗
宗
務
庁
）
が
あ
り
ま
す
。

　

知
り
合
い
が
「
コ
ロ
ナ
自
粛
で
本
を
読
む
時
間
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

と
喜
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
返
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
紙
面
に
載
せ
る
記
事

が
減
っ
た
こ
と
は
編
集
子
と
し
て
は
頭
の
痛
い
こ
と
で
す
が
、
こ
の
度
の
よ
う
に

現
在
全
国
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
龍
泉
寺
様
の
、
研
究
論
文
と
は
別
の
趣
の
文
章

を
掲
載
で
き
る
余
裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
く
も
あ
り
ま
す
。

　

今
号
か
ら
「
妄
言
風
発
」
を
「
五
庵
山
抄
」
と
改
題
い
た
し
ま
し
た
。
少
し
「
堅

い
」
題
に
し
た
の
は
、
頂
い
た
文
章
を
「
妄
言
」
と
す
る
こ
と
に
聊
か
抵
抗
を
感

じ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
だ
け
寄
せ
ら
れ
る
原
稿
が
真
剣
に
現
今
の
状
況
を
捉
え
る

も
の
に
な
っ
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
と
は
申
し
て
も
、
硬
軟
に
か
か

わ
ら
ず
ど
の
よ
う
な
文
章
で
も
結
構
で
す
の
で
、
当
番
教
区
に
な
っ
た
際
に
は
ど

う
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
教
区
に
と
ら
わ
れ
ず
ご
寄
稿
い
た
だ
け
れ
ば
特

別
寄
稿
と
し
て
掲
載
す
る
用
意
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

悩
め
る
編
集
子
を
ど
う
ぞ
お
助
け
下
さ
い
。

�

（
袴
田
俊
英
記
）

編
集
後
記

月日 行　　　　　　　　程 食事
９
／
７
(火 )

8:00 ～ 10:30 頃　　　　　　　 12:45 頃
各地＝象潟 IC ＝酒田みなと IC ＝酒田＝酒田 IC ＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17:30 頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　＝朝日まほろば IC ＝三条燕 IC ＝弥彦温泉泊

×
昼
夕

９
／
８
(水 )

8:00　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　12:40 頃
弥彦又は付近＝西山 IC ＝長岡 JCT = 金沢東 IC ＝兼六園＝加賀金箔＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16:00 頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　＝福井北 IC ＝大本山永平寺（第 52 回檀信徒本山研修会開講式）

朝
昼
夕

９
／
９
(木 )

　　　　　　　　　　　　　9:00 頃　　　　　　　　　11:00 頃
永平寺 ( 本山研修会閉講式 ) 門前＝福井北 IC ＝森本 IC ＝千里浜＝
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17:30 頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　＝總持寺祖院＝氷見 : 光禅寺＝氷見温泉郷泊

朝
昼
夕

９
／
10
(金 )

8:00　　　　　　　　　　　　 　　　　　12:30 頃
氷見＝氷見北 IC ＝小杉 JCT ＝新潟西 IC ＝新潟＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17:30 頃　18:30 ～ 22:00 頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　＝朝日まほろば IC ＝あつみ IC ＝象潟道の駅＝各地

朝
昼
×

第52回檀信徒本山研修会
１、期日　令和３年９月７日（火）～９月10日（金）【３泊４日】
２、会場　大本山永平寺

《大本山永平寺本山研修と金沢･能登半島》
日程表

※時刻は予定です。発時刻･道路事情等により行程等が変更になる場合もあります。
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◇問い合わせ
曹洞宗秋田県宗務所・禅センター
秋田市泉三嶽根15-18 TEL（018）868-6871
ホームページ　http://soto-akita.com
　E-mail　　info@soto-akita.com

   5月 7日（金）、  6月  4日（金）、  7月  2日（金）、
  9月 3日（金）、10月  8日（金）、11月12日（金）、
 12月 2日（木）、  2月  4日（金）、  3月  4日（金）、
時間／13時～15時30分　申込み／随時
会場／曹洞宗秋田県宗務所・禅センター

時間／開演13時30分
会場／キャッスルホテル
講師／養老 孟司 氏

養老 孟司（ようろうたけし）11月4日（木）

入場無料

受講料無料

時間／10時半～ … 写　経
　　　13時～ …… 講　座
会場／曹洞宗秋田県宗務所・
　　　禅センター

9月18日（土）第１回

受講料
無　料

受講料
500円

時間／10時半～ … 写　経
　　　13時～ …… 講　座
申込み／随時
会場／曹洞宗秋田県宗務所・禅センター

11月26日（金）第２回

仏教講座

梅花部檀信徒講習会

禅を聞く会
～曹洞宗秋田県宗務所・禅センター設立30周年記念講演～

1937年生まれ、東京大学医学部卒業
解剖学を専攻し、医学博士号取得
文化や伝統、社会制度など、人の営み
は脳の構造に対応しているという「唯
脳論」を提唱
『バカの壁』『身体の文学史』
『手入れという思想』『遺言。』
『半分生きて、半分死んでいる』

など著書多数

曹洞宗
秋田県宗務所・禅センター

至手形

至保戸野

至外旭川

天徳寺●

平和公園
入口
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年 間 行 事 予 定
令和３年度（2021）

友引 管区 宗務所 宗務庁 県内寺院

31
月
第
十
七
教
区
霊
仙
寺

本
葬
儀

30
日

30
水

31
土

31
火

30
金

29
土

29
火

30
金
決
算
所
会

30
月

30
木
教
化
委
員
会

29
木
昭
和
の
日

28
金
管
区
宗
連

28
月

29
木

29
日

29
水

28
水

27
木
婦
人
会
総
会
（
中
止
）
27
日

28
水

28
土

28
火

27
火

26
水

26
土

27
火

27
金

27
月

26
月

25
火

25
金
梅
花
講
師
等
研
修
会

26
月

26
木

26
日

25
日

24
月

24
木

25
日

25
水

25
土

24
土

23
日

23
水

24
土

24
火

24
金

23
金

22
土

22
火

23
金
ス
ポ
ー
ツ
の
日

23
月

23
木
秋
分
の
日

22
木

21
金

21
月

22
木
海
の
日

22
日

22
水

21
水

20
木

20
日
第
十
三
教
区
自
性
院

本
葬
儀

21
水

21
土

21
火

20
火

19
水

19
土

20
火

20
金

20
月
敬
老
の
日

19
月

18
火

第
三
教
区
蔵
堅
寺

結
制

19
月

19
木

19
日

18
日

17
月

18
金

18
日

18
水

18
土
仏
教
講
座
①

17
土

16
日

17
木

17
土

17
火

宗
務
所
休
務

17
金

16
金

15
土

16
水

16
金

16
月

16
木

15
木

14
金

15
火

15
木
研
修
部
研
修
会
①

15
日

15
水

14
水

13
木

14
月

14
水

14
土

14
火

13
火

12
水

13
日
第
五
教
区
廣
澤
寺

晋
山
結
制

13
火

13
金

13
月
梅
花
検
定
会
（
県
北
）

12
月

11
火
寺
族
会
総
会

12
土

12
月
宗
務
所
護
持
会
総
会
（
中
止
）
12
木

12
日

11
日

布
教
協
議
会

11
金

11
日

11
水

11
土

10
土

10
月

10
木

10
土

10
火

10
金

本
山
研
修

9
金

9
日

9
水
特
派
布
教(
中
止)

9
金

9
月
振
替
休
日

9
木

8
木

8
土

8
火

8
木
管
区
婦
人
会

8
日
山
の
日

8
水

7
水

7
金
梅
花
流
講
習
会

7
月

7
水

7
土

7
火

6
火

6
木

6
日

6
火

6
金

6
月

5
月

5
水
こ
ど
も
の
日

5
土

5
月
監
査
会

5
木

5
日

4
日

4
火
み
ど
り
の
日

4
金
梅
花
流
講
習
会

4
日

4
水

4
土

3
土
第
十
七
教
区
向
川
寺

本
葬
儀

3
月
憲
法
記
念
日

3
木

3
土

3
火

3
金
梅
花
流
講
習
会

2
金

2
日

2
水

2
金
梅
花
流
講
習
会

2
月

2
木

1
木

1
土

1
火

1
木
教
化
指
導
員
研
修
会

1
日

1
水

月/日

4

APR

月/日

5

MAY

月/日

6

JUN

月/日

7

JUL

月/日

8

AUG

月/日

9

SEP

第129号 令和３年５月15日（　）30曹洞宗秋田県宗務所所報


